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○議長（久留島）皆さんおはようございます。本日は大変ご苦労さまでございます。ただ

いまの出席議員数は 16 名でございます。定足数に達しておりますので、平成 27 年第７

回海田町議会定例会を開会いたします。なお、本日は報道のためカメラ等の撮影を許可

しておりますので、ご了承ください。直ちに本日の会議を開きます。本日の議事日程は、

あらかじめお手元に配付しております日程第１から日程第 18 に至る各議案でございま

す。日程第１、会議録署名議員の指名を行います。本定例会の会議録署名議員は、会議

規則第 110 条の規定により、議長より、13 番、崎本議員、14 番、前田議員を指名いた

します。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（久留島）日程第２、会期の決定についてを議題といたします。お諮りいたします。

本定例会の会期は、本日から 12 月４日までの３日間といたしたいと思いますが、これ

にご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（久留島）異議なしと認めます。よって、会期は、本日から 12 月４日までの３日間

と決します。議長席を副議長と交代いたします。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○副議長（西山）日程第３、発議第 12 号、議長不信任決議案についてを議題といたします。

本件は、地方自治法第 117 条の規定により除斥に該当いたしますので、久留島議員の退

席を求めます。 

（久留島議員退席） 

○副議長（西山）提案者の説明を求めます。前田議員。 

○１４番（前田）14 番、前田です。議長不信任を提案します。読み上げて、提案理由とさ

せていただきます。海田町議会は、久留島元生議長を次の理由により信任しない。過去

にも議事進行、口述の間違い等、議長としての資質、不手際を指摘して参りましたが、

未だに是正されません。今年に入り、３月以降の議会においての会議録が未だに未作成

であり、海田町議会として大きな失態でございます。過日の議会報告会においても、町

民に指摘されたにもかかわらず、未だに放置されておる状態でございます。さらには、

９月臨時議会では、起立表決において、起立半数、賛否同数であるとして、議長判断に

おいて可決したという議案もございます。現状維持の原則に従い当然に否決とすべきで

あったと考えます。議長としての公平性、中立性に欠け、執行部寄りの裁決をしたと言
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わざるを得ません。この 10 月には、補欠選挙当選議員が未確定であるにもかかわらず、

10 月 22 日において、既に確定したかのような文書を事務局に発行させて、混乱を招い

ております。以上のことから、議長としての適格性を欠く久留島議長に対し、不信任の

決議案を提出するものでございます。以上です。 

○副議長（西山）以上で、説明を終わります。これについて質疑を行います。質疑があれ

ば許します。はい、大江議員。 

○３番（大江）質疑いたします。３番、大江です。この 10 月には補欠選挙当選議員が未確

定であるにもかかわらず、確定前提の文書を事務局に発行させ、混乱を招いたとありま

すが、ここの文書が明確でなくてよく分かりませんので、ここの部分を説明していただ

きたいと思います。 

○１１番（西山）前田議員。 

○１４番（前田）今の質疑は、その議員当選の証が未確定であるという物証がないと、こ

のようなことかとは思いますが、これは 10 月 22 日の日付でもって議会運営委員長宛に、

議会の運営委員会を開いてくださいという事務局からの文書が出ております。必要であ

れば提示しても結構ですが、それはまた、今のところはあえて、そのような質疑ではご

ざいませんので、控えさせていただきます。以上です。 

○副議長（西山）ほかに質疑はございませんでしょうか。宮坂議員。 

○１１番（宮坂）ただいまの大江議員の質疑に対しての答弁なんですけども、それおそら

く、11 月の１日に町長選挙並びに補欠選挙がございました。ある予定ではございました。

それ以前に確定したというような案件の文書を事務局に作成させてということだと思

うんですけども、まず、まず１点目、事務局に発行させ混乱を招いたという文言が提案

理由にございます。これは、どなたを混乱に招いたかというのが、まず第１点目、先に

これをお答え願います。 

○副議長（西山）前田議員。 

○１４番（前田）混乱ということについてのこだわりだと思いますが、いわゆる、あるに

もかかわらぬことで、一部の議員でありますが、どうなったんかということでありまし

て、全議員ではないということは、少なくとも宮坂議員はそのメンバーにいないという

ことであって、そういうことだろうと思いますが、一部の議員でこれどうなったんかと、

こういうようなことがあったと、このようなことでございますので、ご理解願います。 

○副議長（西山）ほかに、宮坂議員。 
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○１１番（宮坂）私は混乱しなかった、他の議員には混乱した議員がいらっしゃるという

発言だと思います。再度確認しますけども、11 月１日には、町長選挙並びに議会の議員

補欠選挙が執行される予定でございました。その時点ではまだ誰が補欠選挙に出るかは

っきりとしたことは、まだ、選挙確定前なので決まっておりませんでした。ただ、議会

運営上、11 月１日に補欠選挙があるであろうということは、これは常識的に考えて、真

っ当だと思います。それに対して議会事務局が、こういった場合に新しい議員さんが決

定するであろうという前提のもとに、議会をスムーズに運営するために、これをどのよ

うに、新しい議員さんが、新しい議員さんが決まった場合に、どのようにスムーズに運

営していきましょうかというのを、事務局が、先ほどの議会運営委員長の方に文書を持

って行ったと言われましたけども、それは当然の流れであって、例えばそれを否定する

のであれば、例えば、我々も議会運営委員会という委員会を持っております。それはど

ういう委員会かといいますと、議会があらかじめ、始まる議会に対してどのような流れ

でやるであるとか、それをスムーズに円滑に進めるためにはどのようにやっていこうか、

そういった議会運営委員会がございます。その議会運営委員会を否定するような発言で

あると思うんですけども。議会をスムーズに、どのような議員さんが、まず誰がなられ

るか分かっておりません。新しい議員選挙に対して、誰も出ないという、そういうこと

も想定はある程度されますけど、それはほとんどゼロに近い。そうしますと、新しい議

員が決定するであろう。それに対してどのような、委員会にいって、どういう扱いをす

るか、それを、あらかじめに協議っていいますか考えていくのは当然な流れであると思

うんですが、その点についてはどのようにお考えですか。 

○副議長（西山）前田議員。 

○１４番（前田）誠に失礼なことを申し上げますが、愚問以外の何物でもない、このよう

に思います。まず、この文書の一部だけを申し上げますが、既にここにされておるのは、

一部ではありますが、海田町議会議員補欠選挙により議員が決定したことに伴いと、こ

ういうことになっておるんです、これが 10 月 22 日。議員ご指摘のように、その以後の

議事運営がスムーズにいくと。10 月 22 日で、なぜ、決定したことに伴いと、このよう

なことになっておるんか、全く心外というか、奇怪千万と、こういうて言わんにゃあな

らんのじゃなかろうかと思う訳であります。ですから、議員ご指摘のことが、全く、何

をいうておられるんか、その時点から、いわゆる少なくとも 11 月１日には確定してお

る訳ですから、22 時 40 分ぐらいじゃったかと思う訳ですが、ですから 11 月２日にこの
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ような文書を発行すれば、何ら議会が混乱することもなくスムーズに議事の運営とか、

その他の審議ができるものであると考えます。以上です。 

○副議長（西山）ほかに質疑はございませんでしょうか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○副議長（西山）質疑なしと認めます。質疑を終結いたします。討論があれば許します。 

（「賛成討論」と呼ぶ者あり） 

○副議長（西山）討論があるようですのでこれから討論を行います。まず、反対討論を許

します。宮坂議員。 

○１１番（宮坂）11 番、宮坂です。議長不信任決議案についての反対討論を行います。久

留島議長に対する不信任に対して、反対の立場から討論いたします。先ほどの質疑でご

ざいましたが、提案理由については、いろいろ述べられております。その中での質疑、

私の質疑に対し、どうも議会運営上こういうことをやっちゃあいけないのではないかと

いうような発言がございましたけども、私は、この文言に対しては賛成する訳にいきま

せん。この 10 月には、補欠選挙当選人が未確定であるにもかかわらず、確定前提の文

書を事務局に発行させ混乱を招いた。先ほども質疑で申しましたけども、これは議会運

営上で、全く以て、ルール上はスムーズに行うための運営上のものでありまして、反対

をされますと今後議会運営は全く機能しなくなってきます。しかも、提案理由の中の、

その提案の文言なんですけども、これは事務局が新たに作ったものではありません。８

年前に作ったものを、このようにしたらどうですかという文言の文書でございます。今

日もマスコミの方が来ておりますけども、海田町議会はまだ内輪揉めをしているんでは

ないか、こういったこと、前も議場で、質疑で申しましたけども、マスコミの格好の餌

食になってしまいます。海田町では、長年の懸案であった連続立体交差事業という大事

業がやっと動きだそうとしております。まだ、町執行部と議会が揉めている。これを、

今たくさんの傍聴の方もいらっしゃいますけども、どのように判断されるか。これは大

きな問題でございます。久留島議長は、まず温厚で、政治経済にも精通されており議会

運営を円滑に対処されるよう努力されております。このようなことから、何ら不信任に

つながるようなことはなく、不信任決議案に私は断固反対するものでございます。議員

皆様のご賛同をよろしくお願いします。 

○副議長（西山）討論がございませんですか。 

（「賛成討論」と呼ぶ者あり） 
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○副議長（西山）続いて、賛成討論を許します。下岡議員。 

○５番（下岡）５番議員、下岡です。議長不信任決議案に賛成の立場から討論します。議

会と町長は、庁舎移転、ふるさと館廃止など、いくつかの問題で対立し、町政は停滞し

た。久留島議長には、早期解決に向け事態収拾に乗り出す責任があったのではないか。

残念ながら久留島議長には、リーダーシップや町政能力がなく、事態の打開に動かれな

かったことは、怠慢であり、久留島議長は、町政混乱に大きな責任がある。さらに久留

島議長において問題なのは、町長に向き合う姿勢である。議会は執行部に対し、質すべ

き点は質す、すなわち監視機関でなければならないにもかかわらず、久留島議長は、山

岡前町長へ追随するばかりであった。９月臨時議会における住民投票延期条例の採決に

おいて、賛否同数となったが、現状維持の原則により執行部案を否決として差し戻すべ

きところを、久留島議長は可決と裁決した。その内容は、先の町長選挙における山岡前

町長の主張に沿っており、山岡候補を優位に導くものであるから、久留島議長の判断は

著しく公平性、中立性に欠けていた。また、久留島議長は、職権を乱用し委員会人事に

おいてあまりにも偏った判断を示した。１名の議員辞職に伴う議会運営委員の補充に際

して、久留島議長は、自分に近く、親しい議員を指名した。この指名には何ら客観性が

なく、スムーズな議会運営を目指そうとする意思、配慮が全く感じられない。議会運営

におけるシンパを増やすことで、やみくもに自己保身、権力基盤の強化を図ったとしか

考えられない。提案理由にもある会議録整備に関して、平成 26 年度末から平成 27 年に

かけて作成されていないことは大問題であり、議会の信用は大きく傷つけられた。未だ

に放置していることについて、久留島議長の責任は大であり、失格である。以上述べた

ことは、いずれも議長不信任の理由として十分であり、議長不信任決議案に強く賛同す

る。 

○副議長（西山）ほかに討論はございませんでしょうか。大江議員。反対討論。 

○３番（大江）３番、大江です。反対討論をいたします。この不信任決議案の中において、

現状維持の原則に従い当然否決とすべきであったという文書がありますが、現状維持の

原則の中に、議長が行使する際に、いわゆる現状維持の原則、どう考えればいいかって

いう判例があります。この場合に、議長の裁決権の行使に当たっては、現状維持の立場

から消極的方向へはこれを行使すべきだと言われているが、議事が多数決で決せられる

以上、議長は議事について可、あるいは否の裁決をすることは自由であると考えられる

と述べられております。以上のことから、私はこの不信任案決議に反対いたします。以
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上です。 

○副議長（西山）ほかに討論はございませんでしょうか。 

（「賛成討論」と呼ぶ者あり） 

○副議長（西山）賛成討論、住吉議員。 

○６番（住吉）６番議員、住吉です。議長不信任決議案に賛成の立場で討論いたします。

今回の不信任決議で、提出されますのは３回目でございます。先ほど、宮坂議員の反対

討論の中にございましたけども、こういった議会の混乱を治めるのも議長の大事な役目

であります。その点に関しましては、過日の議会運営委員会において、私を含めた複数

の委員より、議長に対して混乱の収拾を求めましたが、議長はこれを明確に拒否いたし

ました。言いかえれば議長としての責務を放棄しているものであり、ましてや議長就任

から６年半も経つにもかかわらず、議員に対して直接話をすることができない。それは

もう議長としての資質に、明らかに欠けるものであります。以上の理由により、私住吉

は、本不信任決議案に賛成いたすものであります。 

○副議長（西山）ほかに討論はございませんでしょうか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○副議長（西山）討論なしと認めます。討論を終結いたします。これより起立により採決

を行います。お諮りいたします。議長不信任決議案について、賛成の皆様の起立を求め

ます。 

（賛成者起立） 

○副議長（西山）起立多数と認めます。着席してください。すいません。起立多数と認め

ます。よって、議長不信任決議案は可決されました。久留島議員の除斥を解きます。 

（久留島議員着席） 

○副議長（西山）議長と交代をいたします。 

○議長（久留島）この際、暫時休憩いたします。執行部の出席を求めるため、暫時休憩い

たします。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

午前９時３０分 休憩 

午前９時３２分 再開 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（久留島）休憩前に引き続き、本会議を再開いたします。この際、執行部の方に申
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し上げます。本定例会の会期は、本日から 12 月４日までの３日間と決しております。

日程第４、諸般の報告を行います。まず、議会報告でございますが、議会の動きとして、

お手元に配付いたしております９月定例会以降の主なものについて報告させていただ

きます。まず、10 月 13 日に、平成 27 年度広島県中央地域振興対策協議会、主要施策説

明が開催され、私が出席いたしました。次に、11 月５日に、広島県市町総合事務組合議

会定例会が開催されましたので、組合議会議員であります私から議会の概略についてご

報告いたします。それでは、平成 27 年 11 月５日に開催されました平成 27 年第２回広

島県市町総合事務組合議会定例会についてご報告いたします。第２回定例会におきまし

ては、監査委員の選任同意１件、条例制定２件、条例改正２件、決算認定１件が提出さ

れました。まず、監査委員の選任同意については、議会議員のうちから選任する監査委

員に東広島市議会議長の山下守氏が選任されました。続いて、条例制定として、広島県

市町総合事務組合情報公開条例及び広島県市町総合事務組合個人情報保護条例が提出

され、いずれも全会一致で可決されました。次に、条例改正として、広島県市町総合事

務組合退職手当支給条例の一部を改正する条例及び広島県市町の非常勤職員の公務災

害補償等に関する条例及び広島県市町の消防団員等公務災害補償等に関する条例の一

部を改正する条例が提出され、いずれも全会一致で可決されました。次に、決算認定と

して、平成 26 年度広島県市町総合事務組合一般会計歳入歳出決算認定が提出され、全

会一致で認定されました。なお、関係資料は議会事務局に保管しておりますので、ご覧

いただきたいと思います。以上で、平成 27 年第２回広島県市町総合事務組合議会定例

会についての報告を終わります。次に、11 月 11 日に第 59 回町村議会議長全国大会が開

催され、私が出席いたしました。次に、11 月 11 日に平成 27 年第２回広島県後期高齢者

医療広域連合議会定例会が開催されましたので、本議会の選出の議員でございます佐中

議員から、議会の概略について報告を求めることにいたします。佐中議員。 

○１５番（佐中）広島県後期高齢者医療広域連合議会報告を行います。平成 27 年 11 月 11

日に平成 27 年第２回広島県後期高齢者医療広域連合議会定例会が開催をされました。

本議会から選出の私から、議会の概略についてご報告をいたします。後期高齢者医療広

域連合議会定例会におきましては、まず議長及び副議長の選挙が行われ、指名推選によ

り、議長に広島市議会議員の木山徳和氏が、副議長に福山市議会議員の神原孝巳氏が選

任をされました。続いて、人事案件２件、承認案件１件、決算案件１件及び予算案件１

件が提案をされました。まず、人事案件として、議案第 11 号、監査委員の選任につい
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ては、呉市議会議員の片岡慶行氏が、また、議案第 12 号の、副広域連合長の選任につ

いては、尾道市市長の平谷祐宏氏が、いずれも全会一致で選任をされました。次に、専

決処分の承認案件として、保険料還付金の支払金が当初見込額より多く、保険料還付金

の歳出予算に不足が生じることになったため、議案第 13 号、平成 26 年度広島県後期高

齢者医療広域連合後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）が提出をされ、賛成多数

で承認をされました。次に、決算案件として、議案第 14 号、平成 26 年度広島県後期高

齢者医療広域連合歳入歳出決算認定については、一般会計歳入歳出総額９億 5,122 万

9,697 円、歳入歳出差引残額ゼロとなり、また、特別会計歳入総額 3,755 億 3,853 万 7,145

円、歳出総額 3,740 億 2,125 万 483 円、歳入歳出差引残額 15 億 1,728 万 6,662 円とし、

それぞれ賛成多数で認定をされました。次に、予算案件として、平成 26 年度市町負担

金、国庫負担金等の精算に伴う追加納付額又は返還金をそれぞれ歳入歳出の予算に計上

し、併せて財源として平成 26 年度決算余剰金を繰越金として追加し、残額を後期高齢

者医療給付準備基金に計上することに伴う、議案第 15 号、平成 27 年度広島県後期高齢

者医療広域連合後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）が賛成多数で可決をされま

した。なお、関係資料は議会事務局に保管しておりますので、ご覧いただきたいと思い

ます。以上で、平成 27 年第２回広島県後期高齢者医療広域連合議会定例会についての

報告を終わります。 

○議長（久留島）続きまして、11 月５日から６日まで議会広報広聴調査特別委員会が所管

事務県外調査を実施され、報告書が提出されておりますので、ご参照ください。なお、

11 月 12 日から 13 日まで総務文教委員会が県外調査を実施されましたが、この件につい

ては次回の定例会で報告する予定です。また、９月定例会以降の常任委員会調査等実施

状況を、議会の動きに添付しておりますので、併せてご参照ください。以上で議会報告

を終わります。続きまして、行政報告について町長より申し出がございますので、これ

を許します。町長。 

○町長（西田）おはようございます。本日は、町長就任後初めての定例議会にあたります

ので、私の決意を申し述べ、議員各位並びに町民の皆様のご理解を賜りたいと存じます。

去る 11 月１日に執行されました町長選挙におきまして、議員の皆様をはじめ多くの町

民の皆さん、その他各方面からの力強いご支援をいただき、選挙の栄誉に浴することが

できました。失礼いたしました。当選の栄誉に浴することができました。誠に光栄の至

りであり、皆様方に心から深く感謝申し上げるとともに、改めてその職責の重さに身の
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引き締まる思いでございます。町政運営に当たりましては、皆様から寄せられた信頼と

期待に応えるべく、まちづくりは、町民の皆様からの目線からの発想を基本に、皆様の

参画と協働を得て進めなければならないと考えております。来年は海田町合併 60 周年

の記念すべき年であります。60 年の歴史をつくられました先人の方々のご苦労に感謝し

つつ、合併当時から駅周辺に位置する庁舎を、町のほぼ中央に位置するする広島県海田

庁舎の跡に移転させることにおきましては、町民の皆様の理解を得たと考えております。

速やかに実現に向けて進めて参ります。最後に、町政運営に当たっては、町民の皆様の

ご意見を聴きながら、全力投球で頑張って参ります。議員各位並びに町民の皆様の格別

なるご支援とご協力を賜りますよう心からお願い申し上げ、所信表明とさせていただき

ます。どうぞよろしくお願いいたします。それでは続きまして、９月定例議会後の行政

執行の状況について、ご報告いたします。まず初めに、９月 21 日の敬老の日に合わせ

て、77 歳、88 歳及び 100 歳以上の 323 名の方に対して、長寿を祝福し敬老祝金を、ま

た、75 歳以上の 2,963 名の方に対しては、心ばかりの敬老祝品をお贈りさせていただき

ました。次に、10 月１日に、保育所再整備事業に伴い、新たに設置する民間保育所の設

置・運営事業者を、応募があった３事業の事業者の中から、社会福祉法人住田学園福祉

会に決定いたしました。続きまして、10 月３日に、今年で３回目となる瀬野川健康ウォ

ーキングを安芸区と合同で開催しました。当日は、秋晴れのもと、町内外合わせて 502

名の参加があり、瀬野川の自然を満喫しながらのウオーキングとともに、ゴール地点で

の健康相談や体力測定などを通じて、健康増進を図ることができました。次に、10 月

14 日に（仮称）社会福祉法人おおせと福祉会について、平成 28 年３月 31 日までに社会

福祉法人の認可を取得することを条件として付し、地域密着型介護老人福祉施設入居者

生活介護の指定予定事業者に決定しました。続きまして、10 月 18 日には、南海トラフ

巨大地震による津波を想定した平成 27 年度海田町防災訓練を約 350 名の参加を得て海

田小学校で実施しました。当日は、海田警察署、広島市消防局、海田町社会福祉協議会

などに協力をいただいて、垂直避難やＡＥＤを使用した救命講習、ダンボールベッドの

組み立てや非常食の試食などの避難所体験を実施し、防災意識の高揚に資することがで

きました。次に、瀧川昌俊教育委員会委員、小畑佑蔵社会教育委員会議長のお二人が、

10 月６日、11 月２日に、それぞれ文部科学大臣から表彰されました。瀧川委員の受賞

されました地方教育行政功労者表彰は、本町では 23 年ぶりと小畑議長が受賞されまし

た社会教育功労者表彰は、本町では初めての受賞でございます。続きまして、マイナン
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バー制度に係る個人番号を記載した通知カードについて、11 月 18 日から町内１万 2,752

世帯を対象に、海田郵便局を通じて簡易書留により、順次発送が始まっております。次

に、11 月 28 日には、ひまわりプラザ周辺で「ワッショイかいた」と社会福祉協議会の

「スマイルフェスタ in かいた」を同時開催の福祉保健まつりを実施しました。当日は

天候に恵まれ、３世代にわたる延べ１万 4,000 人という多くの皆様にご参加をいただき

ました。家族の絆を深めるとともに、子育て支援、福祉、健康の大切さについて、皆様

に体感いただく機会になったと思っております。以上、簡単でございますが、行政執行

状況の主なものについてご報告いたしました。今議会には条例制定１件、条例改正２件、

補正予算５件を提出しております。よろしくご審議いただきますようお願いいたします。 

○議長（久留島）以上で行政報告を終わります。これにて、諸般の報告の全てを終了いた

します。なお、あの傍聴席の方、静粛にお聞きください。よろしくお願いします。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（久留島）日程第５、認定第１号、平成 26 年度決算の認定について及び日程第６、

認定第２号、平成 26 年度海田町水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定等について

を一括議題といたします。この２件については、先の９月議会において決算審査特別委

員会に付託しておりますので、委員長より、審査の経過及び結果の報告を求めます。決

算審査特別委員会、大江委員長。 

○３番（大江）平成 26 年度決算審査特別委員会審査報告をいたします。本委員会は、平成

27 年９月７日付けで付託されました案件を審査の結果、次のとおり決定しましたので、

海田町議会会議規則第 72 条の規定により報告します。付託案件は、一つ、認定第１号、

平成 26 年度決算の認定について、平成 26 年度海田町一般会計歳入歳出決算、平成 26

年度海田町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算、平成 26 年度海田町国民健康保険特

別会計歳入歳出決算、平成 26 年度海田町介護保険特別会計歳入歳出決算、平成 26 年度

海田町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算、二つ、認定第２号、平成 26 年度海田町

水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定等についてでございます。審査経過について

は、平成 27 年９月７日、本会議において議員 14 名で設置された本委員会は、９月 14

日から２回の委員会を開催し、審査案件について、町長以下執行部関係職員の出席を求

め慎重に審査しました。審査内容等については、お手元の報告書に記載しておりますの

で、省略させていただきます。最後に、審査の結果でございますが、認定第１号、平成

26 年度決算の認定については、賛成多数により認定すべきものと決定いたしました。認
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定第２号、平成 26 年度海田町水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定等についても、

賛成多数により認定すべきものと決定しました。以上で決算審査特別委員会審査報告を

終わります。 

○議長（久留島）以上で報告を終わります。委員長の報告に対して質疑があれば許します。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（久留島）質疑なしと認めます。質疑を終結いたします。これより各議案について、

順次採決を行います。まず、認定第１号、平成 26 年度決算の認定についてを採決いた

します。本案に対する委員長報告は、原案のとおり認定すべきであるというものでござ

います。討論がございますか。 

（「討論があります」と呼ぶ者あり） 

○議長（久留島）佐中議員。討論があるようですので、これより討論を行います。まず反

対討論を許します。 

○１５番（佐中）平成 26 年度決算の認定について反対討論を行います。平成 26 年は、ア

ベノミクスによる円安と円高で、一部の輸出大企業や、株式を有する投資家はぼろ儲け

をし、逆に４月からの消費税は８パーセントとなり、町民や国民の暮らしは直撃を受け

ました。町民の暮らしを守る役割を、地方自治体である町が、防波堤の役割を果たした

か、非常に疑問であります。その消費税の使い道も消費税の導入から、全て社会保障に

当たると口では行っておりますが、社会保障には約１割しか使われておりません。残り

の９割は、大企業中心として法人税の減税に充てられております。1980 年代後半には

52．92 パーセントあった法人税は、2015 年度には、32.11 パーセントに下げております。

法人税を、この 30 年間で 21.81 パーセントも下げている。消費税は 1989 年から始めま

して、消費税は結局は社会保障のためではなく大企業中心として、法人税の減税に充て

られていることになります。平成 26 年度でもはっきりしております。消費税を８パー

セントに上げた 26 年度、増税による国の増収は５兆円と言われております。政府はそ

のわずか１割、5,000 億円しか社会保障の充実に回しておりません。残りの８割以上、

４兆 2,500 億円は、政府は、社会保障安定化のためだと言いながら、他の用途に流用を

しております。つまり、所得税収入や法人税収入などで賄ってきた既存の社会保障制度

の財源を消費税増税分に置きかえただけのことであります。そうした中で、平成 26 年

度海田町決算認定には、反対をする。反対をする理由は、消費税増税、使用料にも、利

用料にも増税を行ったからであります。具体的には、海田町自動車駐車場条例の一部を
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改正する条例は、この条例改正は、消費税の税率引き上げに伴い、駐車場の使用料を見

直すという理由であります。結局は一般会計で扱う公共料金については、法律で、納入

しなくてもよいということになっております。消費税法第 60 条第６項では、自治体が

一般会計に係る業務として行う事業については、課税標準に対する消費税税額等控除す

ることができる消費税額を同等とみなすことになっておりますので、結果的には、納税

者が発生しない仕組みとなっております。駐車場利用者に新たな負担を強いるべきでは

なかったと考えます。海田町公園条例の一部を改正する条例の制定についても、提案理

由の説明でも消費税及び地方消費税の税率の引き上げに伴い公園使用料及び海田町総

合公園の利用料金の見直しを行いました。国に納めない使用料や利用料を賦課をして、

町民に直撃をした、こういう決算でありますので、反対をいたします。以上です。 

○議長（久留島）ほかに討論がございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（久留島）討論なしと認めます。討論を終結いたします。これより起立により採決

を行います。お諮りいたします。認定第１号については、委員長報告のとおり認定する

ことに賛成の皆さんの起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（久留島）着席してください。起立多数と認めます。よって、認定第１号は認定す

ることと決します。続いて、認定第２号、平成 26 年度海田町水道事業会計剰余金の処

分及び決算の認定等についてを採決いたします。本案に対する委員長報告は原案のとお

り認定すべきであるというものでございます。 

（「はい」と呼ぶ者あり） 

○議長（久留島）討論があるようですのでこれから討論を行います。まず反対討論を許し

ます。岡田議員。 

○９番（岡田）９番、岡田です。認定第２号、平成 26 年度海田町水道事業会計剰余金の処

分及び決算の認定等についての反対の討論を行います。消費税の増税分を転嫁をしてい

るこの水道事業会計にまず反対をいたします。消費税が上がるということで、単純に値

上げすべきかどうか、甚だ疑問であると指摘は予算のときにいたしました。消費税につ

いていえば 10 パーセントにするために、食品にかけた莫大な消費税のうち、わずかな

金額を還付するために、憲法違反のマイナンバー制度の導入やごまかしでなく、生活に

かかわるものは全て廃止、生きていく上で必要なものには税金をかけるべきではありま
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せん。生きていく上で最低必要なものは衣食住です。そして、空気と水がなければいけ

ません。水道料金の滞納者は、平成 22 年１月末では 254 件でしたけれども、それが毎

年増え続けて、平成 26 年１月末には 384 件と増加を続けております。給水戸数は増加

をしておりますけれども、水道使用量は年々減少しております。節水意識の高まりと節

水器の普及が主な理由と考えられます。町民の節水意識も高まっております。このよう

な町民の頑張りに対して、本来、暮らしを応援をする自治体、本来暮らしを応援をする

のが自治体の役割であります。消費税増税で機械的に値上げをした増税分を含めて、

3,700 万円の収益を認める訳にはいきません。よって、この認定第２号の平成 26 年度海

田町水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について反対をいたします。 

○議長（久留島）ほかに討論ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（久留島）討論なしと認めます。討論を終結いたします。これより起立により採決

を行います。認定第２号については、委員長報告のとおり認定することに賛成の皆さん

の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（久留島）着席してください。起立多数と認めます。よって、認定第２号は認定す

ることと決します。暫時休憩いたします。再開は 10 時 10 分です。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

午前１０時００分 休憩 

午前１０時１０分 再開 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（久留島）休憩前に引き続き、本会議を再開いたします。日程第７、一般質問を行

います。質問の通告がございますので、受付順に順次発言を許します。10 番、多田議員。 

○１０番（多田）10 番、多田でございます。本日は３点質問をいたします。まず、１番、

今後町政につきまして。まずはご当選おめでとうございます。公約に掲げておられた未

来に誇れるまち海田をめざし、何を重点施策にされますか。２番、マニュフェストにつ

いてお聞きします。いろいろ書かれておりますが具体案は持ちでしょうか。３番、前町

長が選挙の際に出されていた中学校給食と高校生までの医療費援助につきまして、住民

の中に期待されてる方が非常に多いと思います。これについてはどうお考えでしょうか。

４番、海田公民館は今後どうされますか。先日総務文教委員会で視察に行きました福岡
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県新宮町の公民館は、200 台以上の駐車場でも行事の際は足りないと聞きました。今後

この駐車場問題についてどう対応されますか。２番、ＪＲ高架事業と新庁舎です。お隣

の船越地区では、反対運動が起きて署名運動もされるみたいですが、新町長はどのよう

に考えでしょうか。庁舎についても、もう住民投票は必要なくなったのではと考えます。

これについて、どうお考えでしょうか。合同庁舎は古くて建て替えの必要があると考え

ます。早く県と交渉されて、条件を出してもらってはどうでしょうか。３番、防災対策。

１番、先日の海田小学校区の防災訓練につきまして、職員がスケジュールを把握してな

いとか、ＰＲの仕方にも問題があったと思います。旧国道沿いの住民は、小学校に避難

するのは現実的ではありません。今後検討していただきたいと思います。２番、瀬野川

が氾濫した場合、蟹原浄水場は大丈夫でしょうか。３番、水没した場合、給水はどうす

るのでしょうか。４番、復旧にはどれぐらいかかると見込んでおられますか。５番、断

水した場合、基本料金はどうなるのでしょうか。６番、瀬野川の堤防は大丈夫でしょう

か。亀裂など問題があれば、早急に県に要望すべきだと考えますがどうでしょうか。７

番、避難勧告は外国人に分かりにくいとの反省が出ておりますが、何か対策はあります

か。以上、３点です。お願いします。 

○議長（久留島）町長。 

○町長（西田）多田議員の質問に答弁いたします。今後の町政についての質問でございま

すが、１点目については選挙公約で掲げたとおり、役場庁舎を県海田庁舎の跡に早期移

転することでございます。２点目につきましては、まちまるごとオンリーワンをキーワ

ードに、国信橋北詰隅切改良や、循環バスの延伸を図るなど、地域の特性に合わせたま

ちづくりを推進して参りたいと考えております。３点目につきましては、まず、中学校

給食についてですが、教育委員会と協議の上、保護者のニーズや将来にわたる財政負担

などを考慮しながら皆様のご意見を踏まえ、検討して参りたいと考えております。また、

高校生までの乳児医療費助成については、現在広島県において助成制度のあり方につい

て検討されておりますので、今後の状況を見極めながら、皆様方のご意見をお聴きした

上で判断して参りたいと考えております。４点目につきましては、教育委員会からこれ

までの経緯について説明を受けた後、議員の皆様と十分協議し、課題の解決を図りなが

ら検討して参りたいと考えております。続きまして、ＪＲ高架事業と新庁舎についての

質問でございますが、船越地区の署名運動や船越地区については、行政主体や事業主体

が広島市であるため、町として意見を述べることは控えるべきと考えております。この
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度の選挙において、新庁舎に係る民意は、県海田庁舎の跡であることが明らかになった

と認識しており、住民投票については必要ないと考えております。県との交渉について

は、県海田庁舎の跡への庁舎移転の早期実現を図るため、昨日、県に、私の思いを伝え

ました。今後、財産の譲渡を含めた具体的な協議を進めて参りたいと考えております。

次に、防災対策についての質問でございますが、１点目については、より現実的で実践

的な防災訓練となるよう、検討いたします。次２点目については、氾濫により浄水場が

水没した場合、機械設備などが運転不可能となり、浄水場の機能が停止します。３点目

については、断水の際、広島県水道等の給水を要請するとともに、給水車により、避難

場所などで給水をして参ります。４点目については、被害の規模によりますが、復旧ま

では相当な期間を要する見込みです。５点目につきましては、断水の期間に応じて減免

となります。次、６点目については、河川管理者である広島県において、毎年定期点検

及び河川巡視を実施しており、その都度、修繕対応し、適切に維持管理を行っていると

伺っております。また、町においても、問題を発見した場合は速やかに対応を要望して

参ります。７点目については、現在外国語での対応はしていませんが、今後、外国人の

方にも避難情報などの情報伝達ができるよう検討して参ります。以上です。 

○議長（久留島）多田議員。 

○１０番（多田）では、再質問をさせていただきます。まず１点目でございますが、最初

に、当選された町長さん、いろいろ公約を掲げられておりますので、これについて聞か

れるというのは当然予想されていたと思いますので、よろしくお願いします。まず最初

にですね、この、公約に書かれておりますオンリーワンについてですが、まず、海田西

地区、未来への教育の対応、これ、小中一貫校を検討されるということなんですが、そ

の他にもいろいろ西地区には、例えば工場地帯とかいろいろなことがございます。これ

について、取りあえず、この、教育に特化されておりますが、ほかの政策についてはど

のようにお考えでしょうか。 

○議長（久留島）町長。 

○町長（西田）西地区においては、教育を今回前面に出さしていただいておりますが、そ

の他に今、工業関係の、企業を含めたですね、工業の盛んな所であると、私は認識して

おります。で、そこらの方面もですね、力を入れていきたいというふうには考えており

ますが、まだ具体的な案が、まだ、私の方にございませんので、今後、調査研究しなが

らしっかりと進めて参りたいというふうに思います。 
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○議長（久留島）多田議員。 

○１０番（多田）これ各事項１個ずつ聞くのもなんですが、全部まとめてしましょう。ま

ず海田地区なんですが、ここに書かれておりますのは、こども、住宅や高齢者生活支援

施設などへの転換というふうに書かれております。これはちょっと、なかなか理解しに

くいんですが、この辺は具体的にどのようにお考えなんでしょうか。 

○議長（久留島）町長。 

○町長（西田）昨今、少子化ですね、それから高齢化という時代の流れがあると思います

が、そこらを踏まえながら、特に、子育ての部門において、そこを強化していきたいと

いう意味から、子育ての支援、できればそこらに困窮されている方々の支援ができるよ

うな住宅が建設できればなという意味を含んでおります。また、高齢者の方々において

は、高齢者のコミュニティーができるような住宅を検討してみたいなという思いで、そ

こを挙げさせていただいております。 

○議長（久留島）多田議員。 

○１０番（多田）はい、それよく分かるんですが、その、何をどういうふうにっていうの

がちょっと見えてこないんですが、例えば公民館を、現公民館ですか、そこの跡地に何

かを建設されるとか、そういった具体策みたいなのはお持ちなんでしょうか。 

○議長（久留島）町長。 

○町長（西田）今回の大きな私のテーマとしましては、この役場ですね、この役場の移転

をまず前提と考えております。役場が移転すればですね、この海田地区、この地区には

ですね、６か所から７か所か、千葉家を含めると７か所ぐらいになると思いますが、そ

ういった公共施設が随分ございます。そこの中の一角が動けばですね、いろんな形のま

ちづくりが展開できるんではないかというふうに思っておりますので、これはですね、

今後の後期５か年計画等まちづくりの中でですね、お示ししながらですね、進めていき

たいというふうには考えております。 

○議長（久留島）多田議員。 

○１０番（多田）では次に、東地区ですが、国信橋北詰の隅切改良につきましては、これ

は県と協議されて進んでいくと思うんですが、もう一つ住民に非常に要望が高い新畝橋

ですね、これにつきましては、かなり前からこの話が出て、議員の時代からご存知だと

思うんですが、この新畝橋ができると大変便利になります。これについては、具体策、

もちろんこれは海田町だけではできないでしょうから、国・県ともお話しされるんでし
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ょうが、予定として、どのようにお考えでしょうか。 

○議長（久留島）町長。 

○町長（西田）新畝橋の件ですが、これは、議員の方々から随分提案を今までされてきて

ると思います。で、私がそこに掲げさしていただいたのは、新畝橋へということで、議

員の方々の意向が随分あるので、それを踏まえてですね、今後県との町政や折衝ですか、

そういった方向で進めていきたいなという希望で、そこは描かしていただいております。

できるだけ実現に向けて進めていきたいなという考えでおります。 

○議長（久留島）多田議員。 

○１０番（多田）これは海田町だけでは難しいかも分かりませんので、国と県とよくお話

しされてですね、是非、早期の実現に向かって頑張っていただきたいと思います。この

南地区なんですが、これ掲げておられますのは、交通弱者への対応。で、循環バスの運

行を延すという、まあ、おそらく三迫地区を想定されてるんだと思う、東、国信地区も

そうですが、これについては、今までずっとあの議会でいろいろ話をされて、議員のと

きからもお話されておりましたが、循環バスの運行を延すと、定時運行が難しくなる可

能性もありますので、例えば２台にするとか小型のバスを導入するとかそういった形で

のお考えはあるんでしょうか。 

○議長（久留島）町長。 

○町長（西田）まず交通弱者への対応という形で、特に交通の便が悪い地区ですね、これ

が南地区に随分存在しております。で、今まで、議員の方々がいろんな提案をなされて

きてると思います。それらも一度、もう一度精査しながら、どうあるべきか、また、住

民の方々がどのように考えられてるかというところも、まずはお聴きした上で、で、今

も実際に循環バスが運行されておりますが、それが適当であるかどうか、これらの判断

もしていきたいなと思うと同時にですね、今、議員のご指摘のように、いろんな方法が

あると思います。デマンド、それから、タクシー券等ですね、いろいろあると思います

から、その面は調査研究させていただきながら、今から、うちに、できるだけその弱者

救済の方向のものをですね、具体的に打てるものを考えていきたいというふうに思って

おります。 

○議長（久留島）多田議員。 

○１０番（多田）方向としてはそうなんでしょうが、ある程度方針というか、見込みとい

うか、そういうのを出していかないといけないと思うんですよね。来年度予算に、それ



２１ 

何かこう反映されるおつもりはありますか。 

○議長（久留島）町長。 

○町長（西田）まず、三迫地区の方におきましては、今回一応狭隘部分ですね、そういっ

たところの解消が一部できてきております。で、それを踏まえると当時ですね、今度、

バイパスの計画を、町執行部の方から、きちっと提示されております。そこの進捗がう

まくできておりませんので、もう一度住民の方々に集まっていただいてですね、お話し

合いをしてはどうか。で、この計画を周知徹底すべきじゃないかというふうに、私は考

えておりますので、まずそこを、まず開かしていただきながら、現計画をどのような形

で進めていくのがいいのか、また、その他に、どのような計画案が検討できるのかとい

うことは、今後、見極めていきたいというふうに考えております。 

○議長（久留島）多田議員。 

○１０番（多田）町長がなられたときに、住民参加、住民目線で住民の声を聴くと言われ

ておりますので、それについては是非実行していただきたいと思っております。それと

今度ＪＲの海田駅前なんですが、民間活力で玄関口にふさわしいまちづくりというふう

におっしゃられています。これにつきましては、これは民間のことですから、町が口出

しできる分は非常に少ないと思いますが、ＪＲ等との協議、それともう１人の地権者の

千葉倉庫さんとの協議というのは、今からどのようにされるおつもりなんでしょうか。 

○議長（久留島）町長。 

○町長（西田）まず、たちまちは、今仮換地に移行して、実際の換地に向けて進めており

ます。その完了時期がですね、再来年、来年度いっぱいぐらいになってくると思います

から、その間において、当然、いろんなにぎわいという形のものをテーマにしながらで

すね、地権者の方々またその周辺の方々また商工業の方々を含めてですね、勉強会等を、

並行しながらですね、進めて、できるだけこの駅前がきちっとしたにぎわいのできるよ

うなものをですね、導入していただきたいという考えではおります。 

○議長（久留島）多田議員。 

○１０番（多田）もうこれは、思いでしょうから、でも、思いだけではなかなか通じない

ものがありますので、例えば商工会と連携されるとか、ということで、ＪＲさん、千葉

さんと強力に交渉していただかないと、なかなかこれは多分前に進まないと思うんです

が、その点については、いかがお考えでしょうか。 

○議長（久留島）町長。 
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○町長（西田）今の南地区においては、駅南口ですね、駅南口においては、今の区画整理、

ＪＲさんと千葉さんですかね、主にはそこが入ると思います。まあＪＡさんも一部かか

る所がございますが、そういった方々のご意向をやはり聞いていきたいなということと、

今ご指摘ありました商工会、これも当然そこに張りついていただければですね、夜のに

ぎわい、灯がしっかりと灯るというような、それは十分検討しながら、お話しを進めな

がらですね、このまちづくりについて検討して参りたいというふうに考えております。 

○議長（久留島）多田議員。 

○１０番（多田）ＪＲの駅前という立地条件ですね、非常にいい立地条件になるので、こ

れは、海田町の玄関口にふさわしいまちづくりに向いて、努力していただきたいと思い

ます。それで今度、このスポーツの振興ということも考えて掲げられておりますが、織

田幹雄先生が誕生した町ということで、スポーツ振興会、大変大事だと思うんですが、

これについても、何か、思いというか、ここに書かれている心と体の実践というふうに

書かれておりますが、これについて何か思いというのはございますか。 

○議長（久留島）町長。 

○町長（西田）そこで言わしていただいてるのは、アスリートを育てていきたいというよ

うな、大きな目的があるんですが、これは教育委員会の方も、オリンピックに向けて、

織田幹雄さんをですね、しっかりアピールしながら、その振興を図っていきたいという

ようなことが前々から出てきていると思いますので、そこはしっかり検討していきたい

なと。特に、スポーツ振興。今年は、来年ですね、来年は、合併 60 周年がございます。

その合併 60 周年に向けて、それらの、要するに、ＰＲを含めてですね、アスリートを

育てるというＰＲを含めて、いろんなものを考えている現状でございます。具体的には、

アピールできるようなもの、例えば、織田幹雄さん又はプロ野球選手三村さん等も含め

てですね、そういった方々の功績を含めるようなビデオ等もですね、その 60 周年記念

に提案できればなというふうには考えています。さらに今プロジェクトチームを役場で

つくっておりましてですね、そこらの検討も進めておりますので、60 周年のときには、

議員の方々もしっかり協力をお願いしたいなというふうに考えております。 

○議長（久留島）多田議員。 

○１０番（多田）はい、大変残念なんですが、最近の中学校にしてもですが、体育系のク

ラブが、県大会、全国大会に出るというのが、非常に少なくなっております。以前我々

の時代には、常に県大会、全国大会に出ておりましたので、それについて、非常にこれ
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からの行政に期待したいと思います。この前、これは教育委員会の管轄になるかも分か

りませんが、体育系のクラブについて指導員を雇われております。これも非常にいいこ

とだと思います。こういったことで、是非、2020 年のオリンピックにはですね、海田町

出身の選手が出るように頑張っていただきたいと思いますが、これについて、今度、施

設面なんですけど、施設について、今、現状の施設で十分だと思われておられるか、若

しくは新しい施設何か考えておられるか、それについてはどうでしょうか。 

○議長（久留島）町長。 

○町長（西田）今、議員ご指摘のように、私もオリンピックに向けてですね、海田町から、

オリンピック選手を出したいという気持ちは強く持っておりますので、その方向では進

めていきたいなと。実現できるかどうかは別としましてですね、進めていきたいなとい

うように考えております。それから施設に関しては、当然時間がかかるものでございま

すので、まず、できるものがあればですね、それに大きく寄与するものですね、アスリ

ートを育てるために大きく寄与するものがあれば、それを先行しながら、大規模なもの

に関しては、今回のオリンピックだけじゃなくですね、今後、10 年、20 年、50 年に向

けて、きちっとアスリートが育てられるような施設等も、私は考えていかないといけな

いというふうに考えております。 

○議長（久留島）多田議員。 

○１０番（多田）はい、是非、オリンピック選手が出て、海田町が盛り上がる、新町長に

期待しております。それと今度、中学校給食ですが、これは教育委員会と協議をされる

ということですが、おそらく保護者にとりましては、非常に期待されてると思うんです

よ。中学校で給食、これは以前に弁当給食というのがございましたが、これは非常に評

判が悪かったですよね。で、完全給食というのを多分頭において期待されてると思うん

ですが、皆様方のご意見も踏まえ検討していきたいというふうにおっしゃられておりま

す。今後、どのように検討されるのか。例えばアンケートをとられるとか、まあそうい

ったことで、当然財政面の負担が増えるということになりますが、どの様にお考えでし

ょうか。 

○議長（久留島）教育長。 

○教育長（中村）中学校給食についてのご質問でございますが、前回の議会の中でも少し

答弁させていただきましたけれども、だいたいパターンとして４パターンぐらいありま

す。そのうちの、例えば給食センターをつくるとか、そうした方法がありますけれども、
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財政的な面とかですね、そういったものは今からまた検討さしていただくと。そのとき

に同時に答えさせていただきましたが、弁当の意義っていうのも当然あると思いますし、

また給食の意義も当然あると。そこらをですね、ＰＴＡの要望なりいろんなその学校で

の校長からの聴き取りなりの中で検討していきたいと。前回そのように答弁さしていた

だきましたけれども、そこを軸に、どのような、その実態のニーズがあるのかと。そこ

をしっかりと把握はしていきたいと思っております。そのあとに検討していくというこ

とでお願いいたします。 

○議長（久留島）多田議員。 

○１０番（多田）それでは、ひとつひとつやるとなかなか時間がなくなるので、高校生ま

での医療費助成につきましては、県が今検討されているということですが、結構、情報

を集めますと、高校生まで医療費援助している自治体かなりあります。それで、今、自

治体間のですね、住民獲得競争いうたらおかしいんですけど、いろんな住民サービス中

で、住民を増やすということで行政サービスをいろいろ考えておられますよね。本町も、

今は住民が増加傾向にありますが、こういったことも、新町長の新しい目玉政策という

んですかそういう面では大変いいと思うんですが、町長としてはどのようにお考えでし

ょうか。 

○議長（久留島）町長。 

○町長（西田）近隣の市町も含めて調査はしていきたいと思いますが、今ご指摘があった

ように、かなり多くのところが実施してるというのは、少し、ちょっと、もう少し調査

してみないと分からないところがございますので、調査をさしていただきたい。で、基

本的にはですね、サービスをするということに関しては、私は進めていきたいというふ

うに思いますが、基本的に、財源確保も並行していないとサービスだけが先に歩いてし

まうと、財政が非常に苦しくなってきます。そこは、基本的に、そこをにらみながらの

動きになってくると思いますので、これはうちのオプションという部分に入ってくると

思いますので、そこらのところをですね、きちっと今後は、シュミレーションをかけて

ですね、財政的な負担がどのようにあるのかを、しっかり検討しながらそのサービスの

必要性を考えていきたいというふうに思います。 

○議長（久留島）多田議員。 

○１０番（多田）非常に模範的な答弁で安心しましたが、今、私も前から言ってるんです

けど、目玉がなかなかないですよね。海田町、これといって。ほかの市町村でやられと
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ることは、万遍なくやられておりますが、広島県で初めてとか、まあ、エアコンなんか

は広島県で初めてですが、こういった目玉というのがなかなかないんで、これも一つの

大きな目玉かなと思います。是非、今検討していただきたいと思います。次に公民館な

んですが、先の９月議会で、議員であられたときに、補正予算の削減に賛成しておられ

ますよね。基本設計の。それについて、今後、まあ、それはそれですが、ここではです

ね、教育委員会とこれまでの経緯について説明を受けたあと十分協議をするというふう

に書かれておりますが、これは、教育委員会が目指しておられます 2018 年までの開館

ということになれば、かなり忙しい日程になると思います。今一番問題になっておるの

が、駐車場ですね、駐車場問題。私、この前の議会で質問させていただいたんですが、

保健センターを移転させてあそこを駐車場にすれば、かなりの部分解決すると思います。

保健センターは、今度新庁舎が何年後かにおそらくできると思うのですが、その中に保

健センターを入れるという提案はあります。ただ、それまでの間ですよね、間、旧公民

館があります。そこに一旦移転をして、新庁舎に統合するという形でもっていかれたら

いかがかなと思うんですよね。これは、９月議会でしないというふうに答弁されたんで

すが、新町長としてはどのようにお考えですか。 

○議長（久留島）町長。 

○町長（西田）新公民館ですね、教育委員会から提示されているのは、現在の公民館のと

ころに建て直すというのと、それと新たに青少年ホームの跡に建て直すという提案がな

されて、その青少年ホームの方に建て直すいういろんな提案がなされてきております。

その中に、議員の方々から、駐車場が少ないというご指摘があったんですね。そういっ

た意味を踏まえて、教育委員会等もいろいろ話をしていかないといけないとは思ってお

りますが、教育委員会の意向の方は、織田幹雄さんを記念すべきものもつくりたいとい

う意向もございました。その中にですね、だから、ホールに対して、織田幹雄記念ホー

ルとか、そういう命名をしていきたいという話も出ておりました。ここらをもう少し精

査をさしていただきたいという意味で、ここへ書かせてもらっております。これはです

ね、今の現公民館の、いろんな機能がございます。インサイドのスポーツ、講堂部分で

すね、それとカルチャーとか会議室、こういったものが公民館の中に属していると思い

ますが、それを、その機能がきちっと担保できればですね、次の新しいものができたと

きに、できればいいんだというように私は考えますし、また、どういうんですかね、財

政負担も、できれば、そのときに、もったいないという精神の中で、少しでも軽減でき
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ればというふうに考えておりますので、そこらはもう一度、教育委員会の中でお話をし

ながら、なおかつ、特別委員会がございますので、公民館のですね、そういった、特別

委員会の方にしっかりとご意見を、提案も含めてですね、しながら、ご意見をお聴きし

て、その方向性を、今からもう一度考えていきたいなというふうには考えておりますの

で、今回の場合、今ご指摘のところは、駐車場問題が、問題になっておりますのでね、

行き詰まっておりますから、そこらをもう一度、特別委員会の中で、皆様の意見をしっ

かり受け入れながらですね、今後の公民館の在り方、で、現状は、公民館は耐震補強で

きておりますので、これにおいては、継続して使用するというのは、今の現時点では問

題はございませんので、そこは動かしながら、しっかりと、将来に向けた、海田公民館

をですね、作っていきたいというふうに考えております。 

○議長（久留島）多田議員。 

○１０番（多田）ということはですね、現計画、青少年センターホーム跡に建てる現計画

というのは、一応白紙ということはないんでしょうけど、一旦戻して、現公民館の活用

も含めてですね、新たなスタートを切られるというお考えなんでしょうか。 

○議長（久留島）町長。 

○町長（西田）ちょっと、白紙に戻すいうのはちょっと強調し過ぎると思いますが、基本

的には公民館建設特別委員会というのがございますので、そこの中でしっかりとお話し

しながら、やはり将来に向けて、きちっといいものができるように考えていくというの

が、今の現状として、直近の作業だというふうに私は考えております。 

○議長（久留島）多田議員。 

○１０番（多田）そうなんでしょうけども、やっぱり町長としてのやっぱりこう、お考え

というか主張というのがないと、やっぱり、特別委員会の中でいろいろな意見が出て、

それを全部鵜呑みにするという訳にはいかないと思うんで、その辺についてはいかがで

すかね。 

○議長（久留島）町長。 

○町長（西田）最後の質問でございますので、今の質問に対しては、できるだけ早くです

ね、皆様に提示できるようなものをですね、お示ししていきたいというように考えてお

りますので、一番尊重しないといけないのは庁舎建設特別委員会の意向ですので、そこ

も踏まえて、ごめんなさい庁舎じゃない公民館ですね、失礼いたしました。公民館建設

特別委員会の中で、しっかり議員の方々のご意見を伺いながらですね、将来に向けて、
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私が言っておりますオンリーワンですね、そこの地域に根差した、よそにないものをつ

くりたいと、特色あるものをつくっていきたいという思いを皆様にお伝えしながら、皆

様のご意見を伺うという形で進めていきたいというふうに思っております。 

○議長（久留島）多田議員。 

○１０番（多田）それについては、期待をして待っております。よろしくお願いします。

次に、ＪＲ高架事業なんですが、船越地区の署名運動について、これは広島市ですから

町として意見を述べること控えるべきというふうにおっしゃられておりますが、町民の

間で、噂ですが、この前、県知事にご挨拶に行かれたときに、船越地区の方もよろしく

お願いしますというふうにおっしゃられたというふうに聞いておりますが、これは事実

なんでしょうか。 

○議長（久留島）町長。 

○町長（西田）事実ではありません。 

○議長（久留島）多田議員。 

○１０番（多田）船越地区のことは、知事にはお話しになっていないということでよろし

いんですね。 

○議長（久留島）町長。 

○町長（西田）連続立体交差という事業であるというお話はさせていただきました。だか

らつながっている、府中もつながっております、船越もつながっている、海田もつなが

っております。その事業の中の、海田地区においての、実際はですね、私はご挨拶に行

ったときには、ご挨拶とともに、庁舎の移転問題のお話をテーマに行った訳なんですが、

向こうからそういう話が出てきましたので、それは連続立体交差事業ですという話はさ

せていただきましたが、そこに、船越地区に対しては、何ら、拘束するようなことは言

っておりません。 

○議長（久留島）多田議員。 

○１０番（多田）それなら良いんですが、町民の間で、噂で飛び交っているのは、船越地

区のことを町長が言われたので、知事が非常に怒っておられるというふうに聞いており

ます。それが事実でないんならいいんですよ。やっぱり、町長として、町のリーダーで

すから、その点についての発言は非常に慎重にしていただきたいなと思いますし、その

辺どうなんですかね、噂は噂ですから、これはまあ、してないということで、私は理解

いたします。で、今後の見通しですが、この見直し案については、議会も前町長もです
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が執行部も一緒になってですね、前に進めようというふうに努力してきましたので、や

っと見直し案が出てきた訳です。ですから、これをですね、船越の方の言い分もよく分

かるんですけど、海田町部分だけでもやっていただけるように、今後県へ強く要望して

いただきたいと思いますので、詳細設計の第２期工事のですね、詳細設計の予算がなか

なか付いておりませんが、是非、早目に付けていただくように県の方に要望をしていた

だきたいと思いますがいかがでしょうか。 

○議長（久留島）町長。 

○町長（西田）私が答弁できる範囲のことをちょっと言わしてもらうと、今まで広島県と

広島市が説明会を行ってきました。７月、８月に向けてですね。で、その話を、現実に、

議員の方々にもお話がありましたね、説明会。それから、住民の方々にも、その説明会

が実施されております。それ以降、何ら動いておりませんので、そのご意見を広島県に

お伝えできたとういうふうに私は理解しております。それが現状だと思います。 

○議長（久留島）多田議員。 

○１０番（多田）はい、それで理解をいたします。是非ですね、早期にこの見直し案の詳

細設計ができるような形で、県に強く要望していただきたいと思います。それと今度住

民投票なんですが、町長、当選された後に、私はこの信任を得たので住民投票は必要な

いとおっしゃられております。これは、そうなんでしょうね。町民の意思がこうだった

ということなんでしょうが、ただ、町長、議員のときはですね、住民投票を早期に実現

しながら、やりなさいというふうにおっしゃられておりましたので、この点についての

ちょっと整合性というのは、どのようにお考えなんでしょうか、今。 

○議長（久留島）町長。 

○町長（西田）基本的に、町長選挙も民意でございますね。それから住民投票も民意だと

思います。で、住民投票においても、それは法的な拘束力はございません。あとはやる

かやらないかの話だと思うんですね。今回の選挙においては、私は一丁目１番地で、合

同庁舎に、ほぼ町の中心であります合同庁舎に役場を移転したいいう考えで当選さして

いただきましたので、その点はきちっと、皆さまに応えるべきことだというふうに考え

ますので、必要であると。逆に住民投票は必要でないというふうにお答えしたいと思い

ます。 

○議長（久留島）多田議員 

○１０番（多田）それではですね、合同庁舎の件ですが、これは、いろんな場で町長が発
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言されておりますのは、経費節減、安くできるというふうな形で、今の合同庁舎を改装

したら一番安くできるよというふうな発言をされておったと思いますが、これについて

はどうなんですかね。 

○議長（久留島）町長。 

○町長（西田）そこにチラシ等も見られたと思いますが、広島県のですね、海田庁舎の跡

へという形で表現はさせていただいていると思いますが、基本的に経費を削減できる方

法を模索しないといけない。当初、８年ぐらい前だったですかね、提案されている内容

ございましたね。29 億程度出てきていると思います。29 億が駅前ですかね、で、28 億

何ぼが、26 億ですかね、が、県庁舎跡という形になっておったと思います。これもです

ね、あくまでも概算でございます。で、一番大事なのは、昨日も行かせてもらってです

ね、鍵も借りて中を見てみたいなというふうに動いておりますがね、そういった意味か

ら、まず、見積もりをさせていただきたい。どういう状況にあるかですね、それを見積

もった上で、当然経費だけではありませんよ、将来を含めて、どうあるべきかというこ

とを考えつつ、今から選択をしていきたい。だから基本的にはまず、現状の状態がどう

いうどのような状況にあるのか。昨日は挨拶というレベルで行かしていただきましたし、

できれば譲渡していただきたいという希望も言っておりますので、そこらをきちっと調

査しながら、今から見積もりを行っていきたいというふうなことでございます。 

○議長（久留島）多田議員。 

○１０番（多田）確かに駅前が 29 億、確か、合同庁舎 26 億、３億は安くなるということ

ですが、住民の方は、かなり勘違いされている方がいらっしゃって、現庁舎がそのまま

使えるんじゃないかということで、これはすごい安うできるじゃないかというふうに思

っておられる方がかなりいらっしゃると思います。ちょっと勘違いをされてるんだろう

と思うんですが、今の庁舎、合同庁舎ですね、ご存じのように、この海田町の庁舎より

も随分古い建物です。で、耐震補強はしてるんかなと思うんですが、してないですよね、

多分。現状では、多分使えないと思います。その点については今から調査されるとおっ

しゃられたんで、調査をしていただいて、建て替えるんだったら、おそらく更地にして

県は売ってくれると思うんで、この補償金問題についてもですね、できるだけ早期に県

の方と交渉されて、いくら補償金が出るのか、で、町の持ち出し分がいくらなのかとい

うことを明確にしていただいて、提案をしていただきたいと思いますが、いかがでしょ

うか。 
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○議長（久留島）副町長。 

○副町長（三宅）町長就任になられてから指示を受けましたことの一つが、現在の海田庁

舎、もし使うとしたら、耐震補強それから、いろいろと老朽化した施設等ございますか

ら、それを改修するのにいくらぐらいかかるかというところを調査するようにという、

その中で、昨日県へ行った段階では、県の方から、建物を解体するのかそれとも建物を

使う意思があるのかというのに対しては、まず調査をさせてほしいということを、昨日

言ってきたところでございます。そういったようなところを踏まえた後で、庁舎移転の

方がどのような形になるかというところとが確定した段階で、今度は都市計画サイドの

方に、補償の話を持ち出す、そういったような順序になろうかと思っております。 

○議長（久留島）多田議員。 

○１０番（多田）それでは最後に、防災対策ですが、一番目の旧道沿いの住民というのは、

これは現実的に、今後対応していくということなんですが、旧道沿い、その前の最初に

前提が津波ということでしたので、津波だったら、これは、この辺の旧道沿いの住民が

川を越えて避難するということはあり得ないので、最初に、とりあえず、役場庁舎とか

公民館に避難をしていただいて、そのあと、海田小学校に移動していろいろ体験をして

いただくというほうが現実的だと思ったので提案さしていただいたんですが、今後はど

のようにされるおつもりか。 

○議長（久留島）総務部次長。 

○総務部次長（丹羽）この度の防災訓練でございますが、私どもの説明とチラシの内容、

そういったものが不十分であったのだろうと感じております。もちろん、瀬野川右岸の

方につきましては、海田公民館、すぐ近くにある訳ですから、そちらの方に避難をして

いただくようこちらの方としては説明をさしていただいたつもりではあったんですが、

なかなか伝わらないとこはあったということで、今後、適切な、避難場所等に避難して

いただくよう、今後の訓練につきましては、改めて周知を図って参りたいと考えており

ます。 

○議長（久留島）多田議員。 

○１０番（多田）先ほどＰＲの話があったんですが、これ私も、かいた広報を見てですね、

８時に海田小学校へ行ったんですけども、８時からというふうに書いてあったので、お

そらく８時に何らかの放送というかそれがあるんだろうと思って行ったら、そうじゃな

くて８時半ですよということで、南昭和町の自治会の皆さんも、一旦来られて一旦帰え
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られて来られたという状況でありましたので、スケジュールを前もって住民の方にも知

らせたんじゃないかと思うんですが、自治会長レベルで止まっているのかも分かりませ

んので、次については、海田小学校区じゃなくて、次はどこか東かどこかに行くんでし

ょうが、具体的なスケジュールもお知らせいただければと思います。それと、今度の浄

水場ですが、断水の際には、県水道とか給水車とかおっしゃられておりますが、現実に、

瀬野川が氾濫するぐらいの大雨が降りますと、おそらく太田川の、広島市の牛田にある

浄水場、あそこもおそらく浸かる可能性もあります。そうすると、県水道も使えないと

いうことになるんですが、給水車が今海田町には１台しか、タンクがですね、１台しか

ないと思うんですが、これでは、多分対応できんじゃろうと思いますが、その際の、最

悪の場合の想定というのはされてるんでしょうか。 

○議長（久留島）上下水道課長。 

○上下水道課長（早稲田）はい、断水の際でございますが、日本水道協会中四国支部が広

島市にございます。で、まずは、広島県の水道協会の方に、呉市にございますが、そち

らに応援を要請し、その後、中四国、全国へと応援の要請を取られます。東日本大震災

の際も、本町も、出動はしませんでしたが、応援要請が来ましたので、全国の応援が来

るということなっとりますので、そこら辺で、応急給水の体制はできると考えておりま

す。 

○議長（久留島）多田議員。 

○１０番（多田）それは、かなり楽観的な見方だと思いますが、大災害、この前の東北の

災害もそうですけど、あれだけ大きな災害になりますと、今度は、全国各地から応援に

来ていただける。それは、広島市とか呉市とかいうふうな大きな町の方に行って、なか

なか海田町の方には来んじゃろう思うんですが、その点についてはどうなんですかね。 

○議長（久留島）上下水道課長。 

○上下水道課長（早稲田）本町の方もそういった応援体制の被害状況の想定、応急対策マ

ニュアルを作っておりますので、どこにどれぐらいの量が必要かということは、この対

策本部の方へ要請をして、対策を図っていきたいと考えておりますので、ご心配のこと

はないと思います。 

○議長（久留島）多田議員。 

○１０番（多田）それを聞いて安心したんですが、ないとは思いますが、もしあったとき

に適切に対応できるようなマニュアルというのを、日頃から作っていただいて、作って
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おられるでしょうから、きっちりやっていただきたいと思います。で、この復旧までの

時間ですが、東北のこないだ水害があったところでは、かなりの期間復旧にかかってお

りますので、当然土砂が入る訳ですから、それを除去してということになりますので、

その間、どれぐらいの期間、相当な期間というふうに書いておられますが、大体どれぐ

らい見込んでおられるんですか。 

○議長（久留島）上下水道課長。 

○上下水道課長（早稲田）災害の規模にもよりますが、水害による断水の事例として、先

日の常総市、こちらが仮復旧まで 11 日、で、長いもので、平成 17 年に宮崎市の復旧で

50 日、２か月足らずでございますが、本町としても１日も早い復旧を目指して対応して

いきたいと考えております。 

○議長（久留島）多田議員。 

○１０番（多田）それでは最後に、瀬野川の堤防でございますが、じゃない、最後の二つ

目ですか、瀬野川の堤防ですが、問題を発見した場合は速やかに対応を要望していくと

いうふうにおっしゃられておりますが、日頃歩いてですね、やっぱりかなり亀裂のある

ところも何箇所か見受けられるんですが、これについての点検というのは、年に何回ぐ

らいやられているんですかね。 

○議長（久留島）建設課長。 

○建設課長（木村）河川管理者であります広島県の点検は、年に一度、河川巡視と河川点

検を行っておると伺っておりますが、これ以外にも、随時県職員の方が現場の方に出た

際には併せて点検の方を行っておると伺っております。 

○議長（久留島）多田議員。 

○１０番（多田）県はそのようにされているんですが、やっぱり町もですね、やっぱり管

轄は違うんですが、町民に対しての安全ということで、やっぱり町の職員も河川の公園

を点検されるときとかそういうときに、点検されるべきだと思いますが、いかがですか。 

○議長（久留島）建設課長。 

○建設課長（木村）町の方におきましても、年に一度、梅雨前に町内の点検等行っておる

んですけれども、その際にも併せて点検を行うようにしておりますし、河川敷の方に出

た際には、当然併せて異常がないかどうかというのは点検をさしていただいております。

その中で異常を発見した際にはですね、県の方に連絡をして早急な対策を今までもお願

いをして実施していただいた事例もございますので、そのような中で県と連携をして適
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切な管理をしていきたいと考え考えております。 

○議長（久留島）多田議員。 

○１０番（多田）最後の外国人については、これは速やかに情報伝達の方法について検討

していただきたいと思いますが、検討するということなので、今後よろしくお願いした

いと思います。で、一番最後にですね、中国新聞の、西田新町長に聞くという記事の中

に、議会との信頼を築くというふうにおっしゃられております。今後、議会との関係と

いうのをどのようにお考えか、そのお考えを最後にお聞きしたいと思います。 

○議長（久留島）町長。 

○町長（西田）議会との関係のこういう定例会もございますし、その他特別委員会もござ

いますし、全員協議会等もございます。そのほかに、個別に来ていただければですね、

しっかりと皆さんのご意見を聴きながら、今から町が、しっかり、変わっていく、変わ

っていくというのは表現が悪いですね、新しい未来に向けて進んでいくようなまちづく

りを考えておりますので、皆様のご意見をしっかりお伺いするとともに、皆様の協力も

お願いしたいというふうに考えております。よろしくお願いします。 

○１０番（多田）終わります。 

○議長（久留島）15 番、佐中議員。 

○１５番（佐中）15 番、佐中です。過日、町長選挙が執行され、西田町長が誕生となりま

した。そこで具体的にお尋ねをいたしますが、地方自治体の仕事は、住民の福祉の増進

を図ることを基本として、地域における行政を自主的かつ総合的に実施する役割を担う

ものと、広く担うものとする、とあります。今までと同じようなことをしていては、長

期的に続く不況からの脱出や暮らしを守る行政はできません。今までと違う新しいやり

方で、新時代を築いていくことが大切ではないかと思いますが、町長の基本的政治理念

についてお尋ねをいたします。二つ目には、町の最高責任者として、行政の舵取りの中

で、これからどんなまちをあるいはまちづくりを目指すのかお尋ねをいたします。３番

目には、子育て支援、高齢者支援、障がい者支援等の福祉の分野では、どんな行政を目

指すのかをお尋ねいたします。４番目には、学校教育、社会教育、文化やスポーツ振興

等の教育の分野では、どんな行政を目指すのかお尋ねをいたします。５番目には、ＪＲ

高架事業、東広島バイパス、尾崎川を中心とした浸水対策は海田町の３大事業と考えら

れます。これらの分野ではどんな行政を目指すのかお尋ねをいたします。６番目には、

選挙広報、リーフレット、講演会、新聞等でうたわれていた公約についてお尋ねをいた
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します。海田町の未来へ、世代交代とは具体的に何か、お尋ねをいたします。二つ目に

は、無駄遣いをなくし徹底した予算削減とはどういうことなのかお尋ねいたします。三

つ目には、行政革新による安定的な財政運営経計画とはどういうことを示しておるのか、

お尋ねいたします。４番目には、民間委託の活用による将来負担の軽減とはどういうこ

となのか。以上、一番目の町長の基本的政治理念についてお尋ねいたします。続いて、

町民の暮らしと地方行政についてお尋ねをいたします。安倍自民党政権のもとで、消費

税増税、社会保障改悪、ＴＰＰ推進など、その犠牲は地方の経済、地方自治体に深刻な

形で表われております。住民福祉の期間としての自治体機能と役割の弱体化、福祉と暮

らしの破壊、地域経済の衰退が加速をし、地方自治体の危機が進行している中、西田町

長は公約を表明されております。まちづくりの基本理念である人と地域が輝く住みよい

まち海田として当選をされました。町長の基本的政治姿勢についてお尋ねをいたします。

続いて、ＪＲ高架事業の見直しとその対応についてお尋ねをいたします。庁舎建設及び

広島市東部地区連続立体交差事業調査特別委員会で、全会一致で決めた山陽本線 300 メ

ートル延長を要望していた提案は、特別委員会でも本会議でも 300 メートルの撤回の提

案は否決をされております。本会議での反対討論では、この時期に県やＪＲに対して意

見書を出せば事業の計画が遅れる、１日も早い完成を後押しするためにも反対すると反

対討論し、撤回は否決をされました。そこで具体的にお尋ねをいたしますが、議会の意

思は 300 メートルを撤回しないので、延長するよう求めますが町長の見解をお尋ねいた

します。二つ目には、ＪＲ高架事業は、６月 15 日に県知事、市長、各町長が見直し案

を了承いたしました。これに影響するし矛盾をすると考える。議会が 300 メートル延長

する決議をそのままにして前に進むことは許されません。それは議会の権能自ら放棄す

ることにもつながるし、こんなことを続けると議会は信用失墜となります。議会決議の

結果は、条例や規則に対しても影響するが、どのような見解なのかお尋ねをいたします。

三つ目には、議会は前町長時代、特別委員会の要望として、町長宛に、一つは大正矢野

線については最低限対面通行ができるようにすること。二つ目には、新町踏切又は大正

第１、第２部分のいずれかについては、消防自動車のはしご車が安心して往来できる高

さを確保することとして要望いたしました。８月 26 日に、県都市計画政策監に申し入

れいたしましたが、この内容では不十分と考えます。町長はどのような見解なのかお尋

ねをいたします。４番目には、ＪＲの高架事業の１日も早い実現に取り組まなければな

りませんが、現在は方向性を合意し、議会も不十分じゃあっても、大方の議員がその方
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向で同調し合意する流れである。前町長は合意いたしました。西田町長はどのような見

解なのかお尋ねをいたします。次に、庁舎移転と住民投票についてお尋ねをいたします。

選挙の結果、西田町長の誕生によって一気に流れが変わることを期待をいたします。Ｊ

Ｒ高架事業の方向性がほぼ決まり、庁舎移転も確実となりつつあります。そこで具体的

にお尋ねをいたしますが、一つ、約８年間決着できませんでしたが、これ以上の停滞は

許しません。議会の３分の２の議決の見込みがあり、早期提案することを提案をいたし

ますが、見解をお尋ねをいたします。二つ目には、新聞報道の取材では、投票はしない、

また、旧県合同庁舎の建替えは、耐震化については県と相談をするとありましたが、Ｊ

Ｒの立ち退き補償で確約をとれば、建替えが、私は当然と考えます。前町長時代に試算

したら、駅前は、敷地約 2,000 平米で建設した場合は約 28 億円、旧合同庁舎の敷地は

約 3,800 平米で約 26 億円としております。町長が強調した将来のことを考えると、未

来へ誇れるまち海田とすれば、建替えをし、保健センターも教育委員会も含め、効率の

よい住民サービスを提案することになりますが、見解をお尋ねいたします。続いて、最

後に、海田公民館建設についてお尋ねいたします。現在公民館建設で、一定程度進んで

おりますが、一部駐車場の問題で止まり、その対応は審議中であります。問題の駐車場

の拡張で、保健センターを本庁舎に移転することになれば、当面は現在の案でですね、

将来は保健センター跡地を駐車場として活用するよう提案をする。そうなれば、一気に

解決をいたしますが、町長、教育長の見解をお尋ねをいたします。以上です。 

○議長（久留島）町長。 

○町長（西田）佐中議員の質問に答弁いたします。私の基本的政治理念についての質問で

ございますが、１点目については、町民の皆様からこれまでの町政に対して変革を求め

る声が多く寄せられておりますので、その期待に応えるため、議員の皆様と十分協議し

ながら熱意をもって新たな町政運営に取り組んで参りたいと考えております。２点目に

ついて、「アイデアいっぱい変えよう海田の未来を」をキャッチフレーズに、町民の皆

様の声をお聴きしながら、全職員や関係団体の方々等全ての力を結集して、新たなまち

づくりに取り組んで参りたいと考えております。３点目から５点目については、町民の

皆様の豊かな暮らしと活力あるまちの創造に向けて、議員の皆様と十分協議しながら、

各分野の施策に取り組んで参りたいと考えております。６点目の、世代交代については、

これまでの停滞していた町政の刷新を意味するものでございます。次の予算削減につい

ては、限りある財源を有効活用するため、無駄な予算は徹底的に削減すべきと考えてお
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ります。続いて、財政運営計画については、同じ事業を続けるにしても、より効率的な

手法の検討は必要で、それにより財源に余裕ができれば、それだけ安定的な財政運営に

なるものと考えております。次の民間委託の活用については、民間の手法を導入するこ

とで、更なるサービスの向上や効率化を図ることができるものと思います。こうした新

たな手法についても研究を行い、効果的なものは取り入れて参りたいと考えております。

続きまして、町民の皆様の暮らしと地方行政についてのご質問でございますが、町民の

皆様の暮らしや地方経済を守る地方自治体として担うべき役割を十分果たしていくよ

う、全力を挙げて取り組んで参ります。続きまして、ＪＲ高架事業の見直しとその対応

についての質問に答弁いたします。１点目、２点目については、本会議及び特別委員会

の中で審議されたことについては、私からコメントすることは差し控えさせていただき

ます。３点目につきましては、町としても同じような意見を県に伝えております。県に

おいても十分認識されていることから、今後も県と協議を重ね、要望事項の実現に取り

組んで参りたいと思います。４点目については、海田町域の高架化が見直しにより、一

度は取りやめになったものの、多くの関係者のご努力により復活したことを考えると、

１日も早く事業に着手いただき、海田町のまちづくりを着実に進めていくことが重要で

あると考えております。そのためには、住民説明会などで提示のあった見直しの視点を

基本に、関係機関や協議・町政を踏まえ、できるだけ早期に見直し案を確定していくこ

とが必要であると考えております。続きまして、庁舎移転と住民投票についての質問で

ございますが、１点目については、まず県海田庁舎の跡への庁舎移転に向けて、県と財

産の譲渡を含め具体的な協議を進めて参りたいと考えております。その上で、庁舎の場

所を定める条例改正については、地方自治法上、財政上の見通しが立ってからとなって

おりますので、議員の皆様と十分協議の上、対応して参りたいと考えております。２点

目につきましては、まず大規模改修とすべきか建替えとすべきかについては、現況調査

を行い、詳細に比較検討した上で判断して参りたいと考えております。また、保健セン

ターや教育委員会の機能移転については、いずれの方法を採用する場合でも、効率的な

住民サービスの提供するためには重要なことであると考えております。続きまして、海

田公民館建設についての質問でございますが、教育委員会からこれまでの経緯について

説明を受けた後、議員の皆様と十分協議し課題の解決を図りながら検討して参りたいと

考えております。教育長の見解につきましては、教育長から答弁いたします。次に、公

民館の建設についてでございますが、失礼いたしました、以上でございます。 
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○議長（久留島）教育長。 

○教育長（中村）公民館の建設についてのご質問でございますが、町においてご提案いた

だいた活用方法を含め、総合的に検討されるものと考えております。 

○議長（久留島）佐中議員。 

○１５番（佐中）まず第１点目ですが、基本的政治理念の問題ですね。いろいろ今の答弁

の中を聞いてみますと、漠然で柱が見えにくい。地方自治の目的、私何回も本会議で言

ってますね。住民の安全・健康・福祉を増進をさせる、これが基本なんです。今の答弁、

全く抜けとる。これではね、私、町民が期待せえいうても言葉だけの期待につながるん

ではないかというように思うんです。国や県の言いなりにならないで、町民の皆さんの

暮らしを守ることを、地方自治は、町は、役割を担ってるんですね。これが、ものすご

く抜けとるというように、私、感じるんですが、それはどうなのかお尋ねします。 

○議長（久留島）町長。 

○町長（西田）今、ご質問を受けました点は、私も重々理解しているつもりでございます

し、具体的に、町ができるものをしっかりと、今から、皆様のご意見を聴きながら、具

現化していきたいというふうには思っておりますので、そのときには皆さんのご理解の

方もよろしくお願いしたいということでございます。 

○議長（久留島）佐中議員。 

○１５番（佐中）地方自治の目的のそういう立場に、基本的に、帰ってほしい。このこと

をまず第一にね、西田町長に表明をしてもらいたい。その上で、今ここに、答弁が出ま

したことは、まあ、選挙公約であるとか、いろんな文書を出されましたけれども、それ

は今から肉付けをして本当にそれが実施できるかどうか、予算の関係もあるし社会状況

や経済状況も変わってきたら変わることもあり得るけれども、基本的に今言った地方自

治の目的、福祉を増進をさせる、これが一番の基本なんですが、これが抜けとったらね、

私魅力ない町長というように考えますが、それどうなんですかお尋ねします。 

○議長（久留島）町長。 

○町長（西田）今ご指摘受けました福祉の増進に対しては、重々肝に銘じておりますので、

それを踏まえながら、今から、結局、住民の方々においては、具現化された内容が一番

大事だと思うんですよ。そこはやっぱり皆様と一緒になってですね、協議しながら、住

民の方々に、福祉が充実するように考えていきたいというふうに思いますので、その取

組にもご協力をよろしくお願いしたいということです。 
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○議長（久留島）佐中議員。 

○１５番（佐中）住民の立場に立てばいくらでも私はね、協力もしますし、提案もいたし

ます。ところがね、今から 12 年前、広島市との合併問題で西田町長は賛成の立場をと

られました。ここにおる議員８名、この議場にはね、残っておられますけれども、後の

段、女性の方は賛成の方でした。あとはみな反対でした。あと西田町長、多田議員と岡

田議員で８名になるのですが、その時にですね、町づくりの基本になる、町が廃止、廃

置分合言いますけれども、廃止になるかどうかのとこでね、国や県の言いなりになった

西田町長なんですが、その合併について、賛成の立場をとられたいうことは。現在は単

独町政です。私は、国や県の言いなりになって、今言う、福祉の増進、地方自治の目的

は大きくなることでなくて小さくて本当に町民の皆さんの暮らしを守る、この立場をず

っとね、私長く議員をやっておりますが、ずっと貫いとるんです。そういう面から見る

と、私から見たら不十分ですが、あるいは今から出てくる道州制の問題、これはどうい

うふうに考えておられるかお尋ねします。 

○議長（久留島）町長。 

○町長（西田）合併の立場で私はおったというお話ですが、国や県の言いなりになった訳

ではございません。あれは、その合併特例債等を含めて、具体的な、ＪＲ高架事業も組

み込まれておりました。織田幹雄記念館も組み込まれておりました。これは将来のまち

づくりに大事であるという立場で私は賛成したのであって、県や国の言いなりになった

という訳ではございません。それと、今後の道州制の話ですが、これはまだ見えてきて

おりません。で、想定の話でございますので、そこの点に関しては答弁を控えさせてい

ただきたいと思いますが、今の現状において、合併という機運は、今の町内に私はない

というふうに理解しております。で、それがもし機運が高まってくれば、当然議論の対

象になると思います。合併するかどうかは別としても議論の対象になる。それが住民の

意見を聞くということだと、私は考えます。 

○議長（久留島）佐中議員。 

○１５番（佐中）合併問題は、今はするとかせんとかいう問題じゃないんです。あのとき

の立場で、私は、広島市の財政状況であったり、施策のそういう偏ったやり方であった

り、それから付近の船越であるとか瀬野であるとか熊野、阿戸、矢野町、合併をして二

十五、六年経って、建設計画の中の執行率は 65 パーセントから 80 パーセントちょっと

ぐらいしかなかった。これでは、海田町の良い将来の町づくりはできないということで
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ね、それは、そのときの主張を、私、ずっとしてきたんです。今すぐね、合併問題、も

う合併特例債もないし、合併をしても、あるいはその条件はないというように私思いま

すが、当時の、そういう状況の中で、西田町長は、広島市との合併に推進の方に向かっ

ていた。道州制が出てきたらどうするんか。こういうことも一つね、頭の中にいれてお

かないかんから、基本的な政治姿勢をお尋ねをした訳で、町民や議会とよく相談をする

という、町長の基本的な理念を聞いておるのに、それが、みんなと相談して決めるいう

のは、私、いかがなもんかなと思うんで、もう一遍お尋ねします。 

○議長（久留島）町長。 

○町長（西田）私の理念は、基本的に、住民の方々に、先ほどありました福祉の増進、こ

れが基本だと思います。それにいろんなハードが絡んでくると思いますが、それが、町

のためになるのであるということが理念にすべきだというに思っております。だから、

住民の方々の福祉増進を含めたいろんなサービスが向上することを達成するというこ

との理念で、私は考えております。だから、できるだけ具現化を早めていきたいという

ことでございます。 

○議長（久留島）佐中議員。 

○１５番（佐中）まあ、長々やってもね、あんまりええ答弁が出てこないように思うんで

すが、よくよくよく、今から議論のね、一番基本になるところだろうと思うんですが、

今日の議会は、この程度にしながらですね、地方自治の一番の目的、やっぱりね、子育

て支援であるとか高齢者支援、障がい者支援、福祉の分野が一番やっぱりバロメーター

になる訳ですよ。そういう面で、今まで介護であるとか国保であるとかあるいは老人保

健であるとか、税とか料とかというのが、ここ年々ずうっと上がってきておるんですね。

これに対するね、町民に対する負担の軽減であるとかサービスの向上であるとか、そう

いうのはどうなんかというのは、先あったこの答弁、これまた不十分でね、漠然としと

る、具体的にね、どうなんか、子育て支援についてはどうなんか。もうこれらもね、あ

まり細かく言っても時間がないので、そこまでは言いませんが、どんな行政を目指す方

向でいくのか。他の市町に比べてね、海田町が一定程度ここは進んでいる、ここは遅れ

ているというところもありますが、しかし、付近の皆さんから、海田町は子育てしやす

いまちづくりと位置付けるんなら、この付近の市町よりも遥かに進んだ行政をやらにゃ

いかんと思いますが、どうですかお尋ねします。 

○議長（久留島）町長。 



４０ 

○町長（西田）子育てしやすいまちという話は、一般質問等でもございますので、そこら

も含めて、具体的なところは、今からどんどんと改善、要するに、新しい政策のものは

取り入れる、財政的に負担がなければですね、だから、そこらはセットものだと思いま

す。財政の問題とサービスの問題、これはあくまでもセットにしながら、今できる範囲

のもので、大事なことは、住民さんが、多くの住民さんが求めるようなものを、やはり、

順位的には高くしていかないといけないというふうに、私は考えます。 

○議長（久留島）佐中議員。 

○１５番（佐中）あまり長々やってもあれですが、次に、教育委員会の方にお尋ねします

が、質問４で、学校教育、社会教育、文化やスポーツ振興、こういう分野はどういうこ

とを目指しとるか、ということですね。教育委員会制度も多少変わりましたけれども、

２、３日前教育委員の表彰式がありましたね。前の委員会の委員長ですね、挨拶の中で、

学力向上学力テストのことを言われたんだろうと思いますが、こういうことばっかりや

ってると、学力向上に私は別にクレームをつけませんが、遅れた子どもがでてくる。本

来の教育というのは、人間形成のために、教育をする。今のままでいくと、競争心を煽

ってですね、どこの職場に行っても優位性をつけながら差別をして、そのことが労務管

理につながって、ほっといても労働者が争う、こういう仕組みを幼稚園の時代、保育所

の時代から幼稚園、大学に至るまで、全部、そういう仕組みになっておる今の教育制度

ですね、その落ちこぼれが、学校が荒れたり、また自殺をしたり、展望がなくなってで

すね、そういう状況が生まれてくる要因がいっぱいある訳です。本当の教育というのは

人間形成のために、生きていくのに必要な教育であったり、助けであったりね、豊かな

生活をするための教育であってほしいというように思うんですが、新しい町長できた、

新しいね、教育委員会の制度もできた。この辺は併せて今チャンスですから聞きたい思

うんですが、どうですか、お尋ねします。 

○議長（久留島）教育長。 

○教育長（中村）教育の中身に関わっての質問については私の方から答弁させていただき

ますけれども、今ご指摘の、前の祝賀会においての学力の向上したという件についてで

ございますけども、私が目指してるところは、決して学力が県内１位とか全国で１位と

か、そんなものを目指して今までやってきたことはございません。やはり基本は知徳体

の基礎基本、知も徳も体もバランスのとれた教育っていうものを目指してきました。そ

の中で、知の部分、学力の部分が向上したとか、体力が著しく向上したとか、そういう
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結果というのは後からついてくるものだと私思っておりますから、また特に学力に関し

てですね、先ほど言いましたが、県内で１位を目指すということは私１回も言ったこと

なくて、私が常に対象としているのは今まさに議員が言われた学力の大義の方なんです。

この子たちにしっかり学力をつけて勉強が分かって楽しいという、そこに重点を置くこ

とによって、かなりの成果が出てきたと。結果として１位になった教科もあります。で

も１位じゃない教科もあります。私の目指してるところは、私は、共通認識だと、して

ると思っておりますけれども、目指すべきところは、全人的な人格の完成というところ

がありますから、学力だけを伸ばせばいいとかそんなつもりは今から先もございません

し、今までのような、特に学校教育においてはですね、今までの私の経験を元に、やは

り９年間、小・中学校の出口のところの、夢を持って夢を語ることのできる児童生徒、

これはまさに知徳体のバランスのとれた育成ができたときに初めてできることですの

で、その教育を目指していきたいと考えております。 

○議長（久留島）佐中議員。 

○１５番（佐中）よう分かりました。西田町長にも、教育のことについて聞きたいんです

が、まあいいです。次に移りますけども、町民の暮らしと地方行政について。私議員に

なってね、もう 42 年になるんですね。この間、本当に良い条例いうのは、法律もそう

ですが、ないですね。どんどんどんどん悪くなる。今、そういうような状況。だから私

はね、少しでもいい世の中を残してやりたいいうのが、私の生き方なんです。議員にな

ったのもそうなん。悪い議案や法案、それはもうね、賛成する訳にいかんのですね。で

も、この 42 年間、私、議員やりましたけども、社会保障は崩れていく。平和や民主主

義や税や料、もうはっきり言ってね、暮らしにくくなってる。どう打開するんかいうの

を聞きたい。今のね、戦争立法、このとおりは、言い方三つあると言われて、わたしも

学習したんですが、安保法制とかね、平和とかそういうような、私は戦争立法といいま

すけれども、そこに、ね、つなげるような予算を組むと、莫大な金がかかってくるんで

すね。戦争準備をするような。そのお金を、生きるために使うたら、どれだけ豊かな生

活がね。日本だけじゃないんですよ、全世界が。政治家がいっぱいおるのにね、そのこ

とは一言も言わずにね、軍備を揃えてね、武力で世界を支配をして安全安全言うのはね、

ほんとの安全じゃないよね。それをなくしてみんなが豊かな生活をする、何でこういう

政治家がね、声を揃えて言わんのか、私は不思議なんよね。私ども日本共産党は、もう

93 年の歴史を持っておるんですね。一貫して最大の暴力である戦争に反対をし、私は私
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の生き方もあるんですが、国民の困難を軽減をさせる、これが共産党の役割なんです。

今回、何をさて置いてでもですね、平和問題、子や孫に再びあの戦争のことをね、やら

してはならない。前回の町長のときもこのことを聞きましたけれども、町民の暮らしと

地方行政について平和や民主主義あるいはここで言う社会保障の問題や消費税の問題、

ＴＰＰの問題、原発の問題、これはどのように考えるのか、お尋ねします。 

○議長（久留島）町長。 

○町長（西田）まず、今、ご指摘のあった点ですが、基本的には、まず、国の政治の中で

いろんな議論がなされるべきというのがまず第一です。私たち地方行政はどうあるべき

か、これは今回の選挙等でもいろいろ皆様のご意見をお聴きした中で、やはり新しい風

を吹かしていただきたいいうのが随分声がございました。だから先ほど議員ご指摘の、

子、孫のためにしっかり残せるような政治をしたいというのは、私も同じつもりです。

それの役割、基本的には地方自治、今の海田町における役割を、私は果たすべきという

ふうに考えております。で、平和に関して考えてないという意味ではございません。や

はりそれはしっかり受けとめて考えておりますので、それを意識しながら、我々町とし

てするべきことをしっかりとやっていきたいというふうに思います。 

○議長（久留島）佐中議員。 

○１５番（佐中）平和の問題でね、前町長は、国政のことだからノーコメントです。一発

でこう、何回も出したけどもはねられました。今は西田町長は、前向きに、その議論の

中で、答弁は、中身は別ですよ、話し合える糸口をつくったかなというように私は感じ

ておるんですが、しかし最大のね、今最悪の状況に、私は陥っとると思うんですね。武

力やそういうね戦争の準備をしながら平和、平和いうのは、大きな間違いじゃというよ

うに思うんで。しかし、国が、法で決まったことは、いくら私がこうやってね、反対し

たり喋ったとしても、法は法で従わにゃいかんというのをね、私は肝に銘じておるんで

す。ただ論戦をする場合は、厳しい意見で、こうではないかということをね、論じるの

が、本当の議会であったり執行部のね、立場の答弁ではないかというように思います。

いろんな問題を投げかけて、今後については、こういう立場をね、子や孫に本当にね、

平和をあるいは民主主義これを残してやる、これが我々の政治。私は、今のね、子ども

らが、いうんかね、青年ですよ。就職して給料が少ない。うちの子どものことをいうた

ら、お前勉強せんけえこうなるんよ。だけども、あの小泉・竹中内閣のもとで雇用形態

を変えてしまった。骨太方針でどんどんそういう就職状況も変えてきたために、給料を
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ものすごくたたかれて、今では社会保障が悪くなったり、医療も悪くなった。年金だっ

てどんどん悪くなっている。子どもに、お前勉強せんけえよいうて言いよったが、しか

しそうじゃないんですね。そういう状況を我々が作ってきとるんですね。子どもを責め

ることはいかんなと。そうではなくて、本当に良い世の中を残してやる。これは末端の

政治家であろうと県であろうと国であろうとね、これは誰もが望むところで、そうなっ

ていない。そうなっていないのは、今の資本主義体制の中で自民党が政権持って公明党

を引き寄せながら、国民に負担を押しつけている。消費税の例がいちばんええ例ですよ。

１割しか社会保障にいってない。あとはもう、法人税が９割は法人税。この 27 年間、

皆そうです。そうした中で、本当に町民と皆さんの暮らしを守る。この立場で、やって

ほしいし、平和の問題も、議会の中で十分論議できるようなね、そういう体制をとって

ほしいんですが、どうですかお尋ねします。 

○議長（久留島）町長。 

○町長（西田）まず、平和の問題の方ですね、これは教育の問題でもきちっと捉えられて

平和学習等実際には進めておりますので、平和という、要するに我々が望む平和は同じ

ような共通認識だと思うんですよ。あとは具体的なその平和を守っていくためにいろん

な設備ができてくる過程の中で、いろんな問題、また将来の課題というのが、現在起き

て、その中でいろんな意見の差が出てきているというふうに私は理解しておりますので、

その点においては、今、議員のご指摘のところはしっかり今からお互いがですね、研鑽

しながら、将来、子、孫のために汚点を残さないような方向のものを模索していきたい

というふうに思います。 

○議長（久留島）佐中議員。 

○１５番（佐中）次に移りますけども、ＪＲの高架事業の見直しとその対応についてです

ね、議会、本会議や特別委員会の中で審議されたことについてノーコメントで、私、こ

のことは 300 メートル延ばせというそれは、特別委員会の中で私が提案したんです。し

かし、いろいろ説明会、県の説明会ですね、いろいろ聞いたり、いろいろな執行部との

やりとりの中で、いろいろ考えてみると、ＪＲ高架事業を 300 メートル延ばすというこ

とは、もうあと 200 メートル延ばして 500 メートルにせんかったら中店の踏切は影響し

ますよ。そうすることによって、ますますＪＲ高架事業が延びている。最短でも 15 年

かかるＪＲ高架事業がまだ延びることになると、非常にね、町民の皆さんから失墜、も

う信用を失くしてしまう。行政は何しとるんかということんなると 300 メートルあれを
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主張して決めたけども撤回をする。撤回して条件を出していく、３メートル 20 の高さ、

消防自動車が３メートル 50、３メートル 80 なかったら、この大正第１、第２のね、踏

切が本当に通用しない。併せて中店踏切がなくなった場合は、呉線の仮線の後に道路を

つける。４メートル程度というね、これまであったけども、４メートルでは対面通行は

どっかに離合所がなかったらいかん。むしろ８メートルほしい。だから８メートル程度、

こういう条件をつけて 300 メートルを撤回する。このまま置いておくと 300 メートルを

延伸をしてくれということにつながっとる訳ですよ。今それが生きとる訳です。これを

どう見るかというようのを私聞いとるんですが、どうですか。 

○議長（久留島）副町長。 

○副町長（三宅）その点につきましては執行部の判断というよりは、現在県の理解の方は、

単にその決議案の文面ではなしに、その後の特別委員会でのやりとり、それから、それ

を、やりとりを、私ども県の方に通じる中では、300 メートルが今、議会の方から出て

いる要望ではなしに、今おっしゃられた２点、大正矢野線の問題と、それから高架にな

るところの桁下の問題というところについてご意見があるんだというのは、十分に県は

理解しておりまして、そういう面では、形式的なものをどうするかというところについ

ては、執行部としてそのコメント控えさせていただく訳ですが、実態については、我々

も同じ考えを持っておりますし、その点について十分に県も理解していると、そのよう

に判断しております。 

○議長（久留島）佐中議員。 

○１５番（佐中）議会で決めたこと、これはね、守ってもらわんにゃいかんのですよ。な

んでも今まで予算をね、何度も議会で決めたことを、なかなか執行部はやらないという

のが今までの状況。もちろんやることもあるんですよ、いろんな問題を理由をつけなが

らできないというようなそういうような状況、ましてや議会が決めたことで、執行部に

やれやれ言いながら議会がいい加減なことをしとったら、執行部はもっとやらんと思う

んよね。お前ら決めといてからにね、反故にしたりいい加減な扱いをする。私は、けじ

めをちゃんと付けてね、やることはやる、できないことはできないでね、撤回をする。

これが本当のね、生きた議会であったり活力になってきたりね、すると思うんですよ。

それがうやむやになってしもうとるから、こういう問題を出す、まあ理解、分かりまし

た。議会の問題ですからね、それは、その程度にしておきます。それではね、住民投票

条例の問題、庁舎移転と住民投票。町長、今ね、住民投票については、あまり必要ない
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という、そういう考えで、私もまあ当然じゃと思います。町長選挙の中で、あれだけの

ね、もう２、３がない、１だけのね、庁舎建設というね、ところがそれをいくら主張さ

れても、住民投票条例がある限りは投票をしなきゃならない。これを撤回せん限りは町

長、いくらそう叫んでも、これが生きていますから、来年の３月 31 日まで。私はまあ

後ほど、撤回の案を出しておりますが、議会ではどういう流れになるか分かりません。

否決されるかどうか分かりませんが、そのことについてはどう認識しておられるかお尋

ねします。 

○議長（久留島）町長。 

○町長（西田）だから、まず私が信任を受けたのは、基本的には、庁舎を海田のほぼ真ん

中にある、県合同海田庁舎の跡へという信任を受けたと、私は理解しております。住民

投票条例の話でございますが、この投票条例を実施すれば、それだけお金がかかります。

この投票条例に関しては、議員の方から提案されてきて、今までの流れがきていると思

いますのでそこに関しても、私は必要ないと考えております。だからあとは議会の方で

どのように考えられるかは、提案されるということですから、それは見守るという形で、

今は考えます。 

○議長（久留島）佐中議員。 

○１５番（佐中）住民投票条例をこのままにしておけば、今度は町長がいくらそう叫んで

も、せないかん今の状況になってくるんですね。私も判断するのに、あれだけのね、公

約をされてきたんで、住民投票を、もししたならば、町民の皆さんからフレームが付く、

ブーイングが起きると思います。町長の方から撤回をし、ゼロに戻してリカバリーしな

がら、あるいはよく議会と町民と相談して決めるという答弁が欲しかったんですが、そ

れはないんで、議会の方でそれは判断してください。12 時までに終わろうと思いますが、

海田公民館のことについてお尋ねをいたします。今ずっと答弁を聞くと、多田さんも言

いよったけども、白紙に戻したと考えられる、答弁の中身が。今の青少年ホームの跡ね、

青少年センターホームの跡につくるというね、こういう提案がなされてずっとやって、

駐車場が少ないのではというね。しかし、それを、現海田公民館もあると。われわれか

ら判断したらね、えっ、変わっとるなというように判断します。なぜかというと、まず

決めていくのにね、場所を決めること、機能や規模を決めること、予算を決めること、

複合施設を決める、運営をどうするのかを決めること、これが決まらん限りはね、もう

あやふやになっとる訳。これが決まってないからね、今のような答弁で、私は白紙に戻
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ったなというように感じるんですよ。だから、執行部の方でもうちょっと煮詰めてね、

今、答弁がありましたけれども、それを煮詰めて提案すべきです。特別委員会で投げか

けて、どうするんかいうて決めたら、これまでの庁舎の問題、六つも七つも八つもね、

提案をして、がたがたになってしまってこんなに８年も延びた。その教訓からみたら、

執行部側がちゃんとして今言うた六つのこと、場所、規模、機能やらね、そういうなの

を決めて、ちゃんと出してほしい。そうすれば、議会は良いか悪いかを判断しますよ。

限られた条件の中で、予算上ね、どれだけのね、そういうことで、対町民に対するね、

効果はどうなのか。また必然性に迫られて耐震の問題であるとかね、そういう問題を含

めて議会は判断をしますので、まずそこがはっきりせんかったら、この前まで、おお決

まりそうな思うたら町長がそういうことを言うこと自体がね、もう今までのやりとりの

二の舞を踏みよる、こういうことになるんですが、どうですか。 

○議長（久留島）町長。 

○町長（西田）今、私が町長になってからですね、前町長からの引き継ぎもございますが、

そのときに、駐車場の問題で公民館のことがですね、暗礁に乗り上げている。この状態

は、できるだけ打開していきたい。それと、今、教育委員会の方とですね、いろいろ考

える中で、やはり将来に残せるようなもので提案を今検討中でございますので、それも

一緒に含めて公民館建設特別委員会の方に投げかけていきたいというふうに考えてお

りますので、その点は、そこの委員会の場でまたお話をさせていただければと思います。 

○議長（久留島）佐中議員。 

○１５番（佐中）特別委員会の提案の仕方ですよね、また振り出しに戻ることになるんで

すよ、はっきりせんかったら。今までの案がずっとあって、鳥瞰図いうんかね、姿見い

うんかね、そういう図面まで出してきてよ、これが、場所が変わったりしたら、また形

が変わってきたりね、することになる訳ですよ。オリンピックまでに公民館を建設しよ

う、その意図は分かります。そうあってほしいです。議会も協力をしますが、執行部の

方で、町長が変わったら、ころっと変わったということになれば、我々は判断がしにく

いんですね。場所も含めて検討し、特別委員会に提案をしますという答弁を。場所、決

めました、機能も規模も決めました、これでお願いします、あと条件については、議員

の皆さんと特別委員会の審議の中で検討し善処できるものはしますという、こういうの

がね、私、聞きたいし、そういう方向でなかったら、またね、同じことを、何回も何回

も繰り返す。庁舎の建設が８年かかってもできていない。もうちょっとそこら辺をね、
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きちっとやるべきですが、どうですか。 

○議長（久留島）町長。 

○町長（西田）今までの流れとして、まだあの、公民館の建設特別委員会は流れておりま

すので、そこの点できちっと理解いただけるように、今、議員ご指摘の内容を含めてで

すね、精査しながらきちっと提案させていただきたいというふうに考えております。 

○１５番（佐中）終わります。 

○議長（久留島）暫時休憩いたします。再開は 13 時ちょうどです。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

午前１１時５８分 休憩 

午後 １時００分 再開 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（久留島）休憩前に引き続き本会議を再開いたします。一般質問を続行します。６

番、住吉議員。 

○６番（住吉）６番、住吉です。４項目についてお尋ねいたします。まずはじめに、海田

町シニア人材バンクの創設についてお尋ねいたします。埼玉県では、団塊の世代が後期

高齢者になるいわゆる 2025 年問題に対応するため、来年度予算編成方針の中にシニア

革命を打ち出しております。これは、高齢者は支えられる人という従来の考え方を改め、

元気な高齢者の方には仕事やボランティア活動等で社会を担っていただくというもの

であります。国立社会保障人口問題研究所の推計人口によると、海田町の 10 年後の後

期高齢者数は、昨年９月末時点より 1,385 人多い 4,106 人となり、率にして 50.9 パー

セント増となることが予想されていることから、我が町にとっても 2025 年問題は避け

て通れないものであります。また、ひとり暮らし高齢者数は 1,531 人と、この 20 年間

で約３倍に増加していることから、閉じこもり防止の観点からも早急に高齢者の社会参

加の仕組みづくりが求められるものであります。平成 25 年の９月議会の一般質問にお

いても、海田町シニア人材バンクの創設を求めました。それに対する当時の執行部の答

弁は調査研究するにとどまり、何一つ前に進んでいないと言わざるを得ません。現に昨

年実施した介護保険、高齢者福祉に関するアンケート調査の結果において、介護保険以

外のサービス利用状況は、老人クラブの活動 14.5 パーセント、いきいきサロンや出前

健康教室参加 18.1 パーセント、シルバー人材センターでの活動 7.0 パーセントと著し

く低迷しており、逆に、利用したくないと回答された方の割合が圧倒的に多くなってお
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ります。この結果は、既存の団体制度だけでは高齢者の社会参加の受け皿として不足し

ているという明確な証拠を突きつけられたものであります。高齢者の社会参加を民間任

せにすることなく、新たに何らかの組織だった団体を立ち上げるのではなく、行政主導

で海田町シニア人材バンクを創設し、各種仕事やボランティア活動への参加を働きかけ

てはいかがでしょうか。続きまして、未就学児専用公園の設置についてお尋ねいたしま

す。今年度に実施設計が行われるつくも保育所改修事業の中で、園庭の拡張と遊具の更

新が計画されております。これは、ひまわりプラザ正面にある財政課所管の駐車場の一

部を園庭に改修し、未就学児用の複合遊具を設置するものであります。既存の公園は、

当然のことながら使用に年齢制限がありません。午前中は、グラウンドゴルフの練習に

使われる公園も多く、放課後は小中学生のボール遊びなどで使われており、未就学児と

その保護者にとって町内の公園が使いづらいものになっております。過去には、南堀川

公園において小学生が投げたボールが未就学児の顔面に当たったこともあり、安全面か

らも問題ありと言わざるを得ません。現在計画されているつくも保育所の新園庭の場所

であれば、子育て支援センターが所在するひまわりプラザと隣接しており、未就学児と

その保護者にとって安心して遊べる公園になるだけでなく、つくも保育所に通う子ども

と地域の子どもの交流の場にもなります。後述する町道 310 号の廃止と合わせ、少しで

もスペースを広くとり、つくも保育所園庭と兼用した未就学児専用公園を設置してはい

かがでしょうか。続きまして、町道 310 号の廃止についてお尋ねいたします。つくも保

育所、ひまわりプラザと財政課所管駐車場との間に町道 310 号があります。詳細をこの

場で述べると安全管理上問題があるため控えますが、10 月 23 日に開催された福祉厚生

委員会の現地視察で指摘したように、つくも保育所の不審者対策及び火災発生時の避難

において、町道 310 号が重大な支障を及ぼしております。子どもたちの安全確保のため

にも直ちに町道 310 号を廃止し、つくも保育所とひまわりプラザの敷地にしてはいかが

でしょうか。最後に、ポイ捨て歩行喫煙禁止条例制定についてお尋ねいたします。平成

24 年 12 月議会の一般質問において、私は、罰金・過料的なポイ捨て禁止条例の制定を

求めました。その際の当時の執行部の答弁は、美しいまちづくりの条例を制定しており、

それを町民の方に周知すれば必要ないとのことでした。あれから３年が経ちますが、未

だに道路や河川敷、公園などにポイ捨てが行われております。自治会長として時々自治

会内の小学校通学路を清掃しておりますが、たばこの吸い殻や空き缶、その他もろもろ

のごみが投げ捨てられております。町内小・中学生は、年に２回の空き缶等散乱ごみ追
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放キャンペーンに参加したり、10 月には西中学校区３校合同で河川敷の清掃活動を行っ

たりと、町内美化に協力してくれております。にもかかわらず、心ない大人が歩行喫煙

やポイ捨てを行っており、それを行政が何もせず指をくわえて見ているだけという状態

が続いております。町長は議員時代から環境美化に力を入れ取り組んでこられておりま

した。罰金・過料付きのポイ捨て歩行喫煙禁止条例を制定してはいかがでしょうか、以

上、答弁を求めます。 

○議長（久留島）町長。 

○町長（西田）それでは、住吉議員の質問に答弁いたします。海田町シニア人材バンクの

創設についての質問でございますが、高齢者の社会参加を促す取組は重要であることか

ら、現在、町が進めている地域支援事業の中で引き続き検討して参ります。続きまして、

未就学児専用公園の設置についての質問でございますが、つくも保育所の新園庭につき

ましては、地域の未就学児やその保護者も利用できるよう検討しております。また、ス

ペースについてはどの程度の拡張があれば安全な管理が可能か、実施設計の中で検討を

進めていきたいと考えております。続きまして、310 号線の廃止についての質問でござ

いますが、つくも保育所改修工事設計業務に合わせて検討して参ります。次に、ポイ捨

て歩行喫煙禁止条例の制定についての質問でございますが、これまでの活動を継続する

とともに、さらなる環境美化意識の高揚とモラルの向上を図る方策を検討して参ります。 

○議長（久留島）住吉議員。 

○６番（住吉）再質問に移ります。まずシニア人材バンクの創設に関してですが、地域支

援事業の中で引き続き検討して参りますとありますが、もう、以前質問してから、２年。

まだ何も答えが出てないという意味なんでしょうか、この答弁は。 

○議長（久留島）長寿保険課長。 

○長寿保険課長（伊藤）25 年９月以降の取組状況でございますけれども、途中、今年度 27

年４月から介護保険の制度改正というものがございまして、当時の状況から一部変更が

ございました。この答弁にございますとおり、現在はこの地域支援事業の中で介護保険

の枠組みの中の地域支援事業、この中で検討するという形に変えております。で、具体

に、現在、出前講座等でいろいろな団体からいわゆる地域資源、こういった人材も含め

た地域資源を今把握を行っております。で、最終的には 28 年、あ、ごめんなさい 29 年

４月までに、ある程度は、形のものを行っていきたいというようなスケジュールで考え

ております。 
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○議長（久留島）住吉議員。 

○６番（住吉）まあ確かに、この 27 年４月に制度改正になりましたが、だからといって

29 年４月といったら随分先のように思えるんですよね。その間にも高齢者の方々、団塊

の世代の方々、年を重ねて参ります。やっぱり、社会から定年になったら、すぐ、でき

るだけ限り、間を置かずにこういった社会参加をしていただくようにせにゃならんと思

うんですが、これはもう少し前倒しはできないでしょうか。 

○議長（久留島）長寿保険課長。 

○長寿保険課長（伊藤）先ほど申し上げました地域資源の把握という部分が、早く、まず、

状況把握ができて、具体の事業をこちらからある程度お示しができれば、当然ながらそ

れは前倒しというのが可能でございます。 

○議長（久留島）住吉議員。 

○６番（住吉）地域資源の把握それはええんですけども、今の段階でね、情報の伝達がう

まいこといってないんじゃないと思うんですよ。この第２次海田町地域福祉計画、この

中で地域福祉に関するアンケートの概要が載っておりましたが、地域活動やボランティ

ア活動、この活動への参加意向を持たれている方の割合が、現状で参加した割合を大き

く超えていると書かれておりますよね。で、それの改善点、問題点としては、情報収集

や情報発信をする場、機会が少ないが 34.1 パーセントと他を引き離して１位。確かに

そのとおりなんですよ。今は各団体がばらばらに募集している、参加呼びかけしている、

情報発信している。あるいは自治会の行事としては、回覧等、文書等を使って民生委員

さんを使って発信している。高齢者の方にとってみたら非常にわかり辛い。ましては広

報かいたにあれこれ行事や団体がの載っとりますが、スペースが小っちゃいですよね。

隅から隅まで読んでくれる方ならともかく、そうでなければ、やっぱり分からんと思う

んですよね。そういう意味でやはり行政主導のこういったシニア人材バンクを創設すれ

ば、窓口が一本化になる。そういう意味であれば、そんなに 29 年 4 月まで云々かんぬ

んと言わずに、まずやろうと思えばいつでもできると思うんですが、その点はいかがで

しょう。 

○議長（久留島）長寿保健課長。 

○長寿保険課長（伊藤）窓口の一本化ということでのご提案でございますけれども、現在、

現状はいわゆるその個人の持つ技術や技能を生かした社会参加という意味では、そうい

う人材把握等は、シルバー人材センターで今行っていただいて、それなりの効果が上が
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っておると考えております。で、ボランティアそれから趣味というような分野について

は、今は、社会福祉協議会それから生涯学習課とかそういった部門での窓口で把握とい

う形になっております。で、先ほどのいわゆる介護保険の制度の枠組みの中でのものと

は、今ちょっと一線を画しておる訳でございます。で、先ほど言いましたような、いわ

ゆる地域支援事業の中で考えていく場合には、シルバーさんのものとはやっぱりちょっ

と離さないといけませんので、現状ではちょっと窓口の一本化というのは難しいという

ふうに考えております。 

○議長（久留島）住吉議員。 

○６番（住吉）なんか妙に変な方向に難しく考えていらっしゃるように聞こえるんですよ

ね。何らかの機会があれば、今何も活動されてない方もかかわってくるんじゃないかと

思うんですよ。これまで何度も、やかましゅう言うてきましたが、私自治会長を４年や

っておりますけども、これまで全然活動にかかわってこない方でも、たまたま班長が回

ってきました。で、私が人使いが荒いから、班長を情け容赦なく駆り出します。それか

ら、自治会いうてこんなことしよるんじゃいうて、それ以降も活動にかかってくるんで

すよ。誰かが背中を押してあげれば参加してくれる方もいらっしゃる。そういった部分

において、まず窓口一本化なり相談窓口といった形でも結構です。あまりこの介護保険

事業云々かんぬん、地域支援事業云々かんぬんという、いわゆる行政の都合による枠で

はなく、もっと町民の目線に立った分かりやすいもの、もちろんシルバーの方々も一生

懸命やっていらっしゃいます。会員獲得のためにも駅前でビラ配ったりティッシュ配っ

たりされていらっしゃいます。ただ、そういったしっかりした団体というものには、な

かなか皆さんすぐに入りにくいそうです。話聞いてましたら。老人クラブにしてもしか

り。たまたま友達に誘われて、入る方もいらっしゃいますが、なかなか自分一人でいき

なりポンというのは、難しいと思うんですよ。そういった部分で、行政で相談窓口なり、

こういった問い合わせの窓口を一本化すれば、まだ少しは町民の皆さん、高齢者の皆さ

んはとっかかり易いんじゃないかと思うんですが、その点の見解はいかがでしょう。 

○議長（久留島）福祉保健部長。 

○福祉保健部長（湯木）議員さんがご提案していただいております人材バンクという形に

つきまして、手挙げ方式みたいな形になるとなかなか本当に手を挙げてくださる方がい

らっしゃるのかという不安はございますが、窓口の一本化とか相談窓口というところに

つきましては、町の方で受けてやっていきたいと思っておりますし、課長の方がずっと
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答弁させていただいております地域支援事業の中でというものも、地域の中に包括支援

センター職員が入っていって、高齢者の集いの場を地域の方々のパワーをいただきなが

らやっていくというものも、今進めているところでございますので、そういうところか

ら人材を募っていって、高齢者のパワーをいただきながら、今からの 2025 年問題につ

いてもしっかり対応していきたいと考えております。 

○議長（久留島）住吉議員。 

○６番（住吉）これ以上突っ込んでもこれ以上ええ答弁は返ってこんでしょうから、大概

にしておきますけども、実際、介護保険、高齢者福祉に関するアンケート調査の結果を

見て、私が一番がっかりしたのはいきいきサロンや出前健康教室ですよね。参加してる

は 18、利用していると答えた方は 18.1 パーセントですが、逆に利用したくないと答え

た方が 25.9 パーセント。これは、ちょっと私としてはがっかりしましたが、やっぱり

そういった部分があるんじゃと思います。もう昔からある団体ですと新しい方が入って

きづらい、面倒くさいいうのがあるんじゃ思いますので、その点はできる限り早目にや

っていただければと思います。続きまして、未就学児専用公園についての再質問でござ

いますが、答弁では地域の未就学児やその保護者も利用できるよう検討しております。

こちらの望んでいるとおりの答弁でございますが、この検討という意味は一応考えてみ

ますよということなのか、できる方向で今考えているのかどちらでしょうか。 

○議長（久留島）こども課長。 

○こども課長（森川）設計の中で、できる方向で検討して参ります。 

○議長（久留島）住吉議員。 

○６番（住吉）一応確認しとかんとね。これまで執行部の答弁、検討しますいうてほっぽ

らかしになったのは山ほどあるんじゃけえ。実際東京の荒川区の、今度、都立公園の中

に 2017 年に保育所開設予定というのがこの間ニュースで流れたんですね。で、園舎の

屋上を園庭にして一般開放する、地域との交流という部分もあるそうですから是非こち

らの方はね、地域の未就学児とその保護者の方が、フルオープンという訳には当然いか

んでしょうけども、できるだけ利用しやすい形で計画を進めていってください。これは

もういいです。次、町道 310 号の利用転換ですが、こちらも保育所改修工事設計業務に

合わせて検討しますということですが、それを待たずに廃止してもいいぐらいじゃない

かと、この間の現地視察で思ったんですよ。実際、どう考えても、あれ、危ないですよ

ね。あれがあることによって、火災時の避難にも支障をきたす、不審者対策にも支障を
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きたしている。これは今すぐにでも廃止したほうがいいと思うんですが、いかがでしょ

うか。 

○議長（久留島）建設課長。 

○建設課長（木村）町道の廃止には議員さんの議決が必要になります。当然、その廃止に

当たっての必要性であったり将来の考え方等々ご説明をしてする必要がございますの

で、やはりそういった設計と合わせて検討して、その廃止の必要等がしっかり説明でき

る段階で提案をさせていただきたいと考えております。 

○議長（久留島）住吉議員。 

○６番（住吉）今説明しようと思うたらできるでしょう、本当なら。確かに保育所の園庭

のスペースを取るために廃止しますいうたらやり易いんでしょうけども、やはり安全面

という点ですよね。一緒に見て分かった思いますけども、そういった部分ではそこを説

明して理解してもらう。子どもたちの安全のことを考えたら、そういった努力も当然必

要だと思うんですが、その点はいかがでしょう。 

○議長（久留島）建設課長。 

○建設課長（木村）はい、ご指摘のとおり、子どもたちの安全という視点から早期の結論

を出すということは必要だと考えておりますが、隣にひまわりプラザもございますので、

それらの関連施設等々の今後の事業形態等も踏まえた上で、議員さんにしっかりと説明

できた上で議決をいただく必要があろうかと思いますので、今すぐにというのはちょっ

と現実問題としては難しいかと考えております。 

○議長（久留島）住吉議員。 

○６番（住吉）今答弁の中で、ひまわりプラザの今後の利用形態の検討とおっしゃいまし

たが、どういったことを考えていらっしゃいますか。 

○議長（久留島）建設課長。 

○建設課長（木村）町道が廃止されるということになりますと、その町道部分をどのよう

な形で管理をしていくかということになろうかと思います。それを、例えば財政課管理

の駐車場の一部とするのか、ひまわりプラザの敷地の一部とするのか、それによって管

理の方法というのも変わって参りますので、そういった関係各課との協議の上で今後の

利用形態等々をご説明できるようにしたいと考えております。 

○議長（久留島）住吉議員。 

○６番（住吉）こちらはこれ以上突っ込んでも何も答弁は変わらんと思うんですが、やは
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り何らかの形で子どもたちの安全確保という点では工夫が必要と思うんですよね。今ま

での答弁聞いていると、つくも保育所の改修工事まではあのままにしておきますよと答

えてるように聞こえるんですよ。実際どうなんですか、執行部としては。現状の形、あ

の 310 号をあのまま残しといてもまあいいかというその程度の考えなんでしょうか。 

○議長（久留島）建設課長。 

○建設課長（木村）その点につきましては、関係課、保育所も踏まえまして協議をさして

いただいて、早急に対応できるものについては対応するように検討させていただきたい

と思っております。 

○議長（久留島）住吉議員。 

○６番（住吉）ポイ捨て歩行喫煙禁止条例の整備に関してですが、何かこれ答弁が、なん

でしょう、今までと同じですよ、今までと違うことしませんよというふうにしか聞こえ

んのんですよね。これまでの活動を継続する、それはまあ当然です。さらなる環境美化

意識の高揚とモラルの向上を図る方策を検討しています。言うとることが分からんので

すよね。じゃこれは具体的にどういう方策を考えていらっしゃるんでしょうか。 

○議長（久留島）総務部次長。 

○総務部次長（丹羽）それにつきましては、他の自治体等の事例を研究させていただきま

して今後検討していきたいと思います。 

○議長（久留島）住吉議員。 

○６番（住吉）他の自治体の事例を研究しまして云々かんぬんおっしゃいましたが、分か

り易く言えばやらないということなんですね。 

○議長（久留島）総務部次長。 

○総務部次長（丹羽）やらないといっている訳ではございませんで、そういったモラルの

向上の手法であり環境美化意識の高揚、そういったものを他の自治体に学びまして海田

町で実施して参りたいという方向で検討したいというふうに答弁さしていただいたも

のでございます。 

○議長（久留島）住吉議員。 

○６番（住吉）他の自治体でやっとるって、どこかいい例があるんですか。 

○議長（久留島）総務部次長。 

○総務部次長（丹羽）そこら辺につきましては調査をさしていただきたいと、今後調査さ

していただきたいと思います。 
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○議長（久留島）住吉議員。 

○６番（住吉）それはそれで結構なことでございますが、一般質問の事前通告にも書いて

出しておりますが、３年が経つんですよ。条例を周知すれば必要ない。３年経って、確

かに若干ごみ減りましたが、やっぱり相変わらずたばこの吸い殻じゃけえちっちゃいけ

え目立たんかもしれませんが、雨が降ろうが風が吹こうが、フィルター部分は最後まで

残るんです。それらが通学道路や町道 310 号、保育所のすぐ脇であろうが捨ててあるん

ですよんね。時々掃除をしておりますが、きりがない。こっちが掃除しよるのを見てお

きながらその辺で吸われよるんじゃけえ、モラルもくそもありゃあせん。そもそもモラ

ルがある方だったら、はなっから歩行喫煙なんかせんですよね。環境美化意識の高揚と

モラルの向上。ないからやっとるんですよ、その人らは。かけらもない。そんな方々の

美化意識の高揚やモラルの向上なんて本気で図れると思いますか。罰則も何もなしで。 

○議長（久留島）総務部次長。 

○総務部次長（丹羽）議員ご提案の罰則つきの条例、これ、24 年の 12 月議会でもいろい

ろ議論になったとこではございますが、やはり罰則があれば全てきれいになるか、そう

ではなしに、やはりあのその実効性を担保する、要は取締りそういったものを充実して

いかなければ、なかなか罰則、守っていただけない、ポイ捨て等をなくしていくことは

できない、歩行喫煙をなくしていくことはできないと考えております。そういった面で、

職員が実際に出て取締りをするとか、そういった、常に出ていくことも大変難しいこと

でございますし、委託するにしてもそれなりの経費もかかってくる。そういったところ

を考慮いたしまして、罰則ではなくしてモラルの向上や環境美化意識の高揚、そういう

ところに重点を置いて住民の皆さんに周知を図っていきたいと考えております。 

○議長（久留島）住吉議員。 

○６番（住吉）うん、確かに前のときも結局分かり易く言えば金がかかるけえということ

ですよね。それは虫のええ話ですよね。町民の皆さんにボランティアで掃除せえ言うと

いて、行政が金がかかるけえ、はあこれ以上何もせんよ。ちょっと虫が良すぎる話です

よね。子どもたちに町をきれいにしましょう、環境教育、良いことです。じゃが、地域

に帰ってみりゃあ、その辺にたばこの吸い殻が投げてある。元の木阿弥でしょ。そこま

で学校ができる訳がない。地域の人間が、その辺の人間を捕まえて、捨てなやあ言うの

もできますけども。そこまで、お前に言われる筋合いないよと言われたらおしまいです。

別に毎日取り締まる必要ないでしょう。あくまでも抑止力です。さっきも言いましたが、



５６ 

美化意識もモラルもないからやるんですよ。平気で歩行喫煙するし、ポイ捨てもするし、

だから、向上とかこういうのはできっこないんですよもう。逆に、町が金がかかるから

しません言うんであれば、もう住民皆さんに協力を求めるのやめたらどうですか。散乱

ごみ追放キャンペーンとか。なんか虫が良すぎるんですよね。住民の方にはボランティ

アでやってください。でも行政は、金がかかるからこれ以上何もしません。あまりにも

虫が良すぎる。町長、そういった考えでよろしいんですかね。町長も散乱ごみ追放キャ

ンペーンのときは河川敷どころか河原の中にまで入って掃除をされていらっしゃいま

すよ。最初見たとき、この人何をしてらっしゃるんだろうと思いましたよ。魚取ってい

るのかと思ったらそうじゃない。川の中のごみを拾っていらっしゃいました。そうやっ

て、前の町長はあ言うても無駄と思ったのであれ以上言いませんでしたが、今の町長は

違う。そう思って再度この質問はさせていただきました。子どもたちの教育に取り組ん

でこられました。ご存じのとおり今の子どもたち一生懸命地域に協力しようとしてます。

ただ残念ながら地域の大人にええかげんなのがまあ多い。腹立つぐらい。そういった意

味でいやあ何らかの規制、モラルとか高揚じゃないんですよ。はなからそんなもんを持

ってない人たちですから。そういった意味において何らかの過料・罰金付きの条例をつ

くる必要があると思うんですが、町長はどのように考えていらっしゃいますでしょうか。 

○議長（久留島）町長。 

○町長（西田）今、ご指摘がありましたように、私自身もそういったクリーンキャンペー

ン、日頃の清掃活動を実際に行っております。町の長でもありますし、できるだけ皆さ

んの模範になるようにという気持ちで参加させていただいてる訳なんですが、今の話の

中で、やはりモラルの育成は、やはり社会の義務だと思うんですよ。これを、なたのよ

うに切ってしまうと、これは教育も何も成り立たない社会になってしまう。だから一番

大事なのは、まずはモラルを持っていただくようにしていく。そこの中でできないもの

は規制をかけていく。順番がそっちだと思うんですよ。だからやはりモラルの高揚、こ

こ書いております更なる環境美化というふうに、新しく追加をさしていただいておりま

すが、その点も踏まえてですね、学校の方の教育も、今随分清掃活動されております。

挨拶運動も含めてですね。そういったものもやはりあの宣伝不足言うのもあると思うん

です。この地域に向かってですね、そういった意味の情宣活動を含めながら海田町はき

れいな町ですよという方向に少しずつでも進めていく。その中にモラルがきちっと育成

できるように、で、なおかつ、その方向で何か大きなことが、もし起きるようであれば、
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この地点で罰則というようなことを考えていくというのが、私、順当だと思うんですよ。

だから、その点、今言われたようなことは、情宣活動、今後のですね、町が、今から海

田町はきれいな町ですよというような活動をですね、しっかり前出ししながらモラルを

守れるような町に進めていきたいと私は考えております。その辺でご理解をお願いしま

す。 

○議長（久留島）住吉議員。 

○６番（住吉）ご理解し辛いんですけど、これ以上問い詰めても多分答弁変わらんでしょ

うし。ただね、町長、こういうことをする人ら広報かいたなんか読んでくれりゃしませ

んし、いくら宣伝しても多分変わらんと思うんです。逆に、散乱ごみ追放キャンペーン

に毎回参加してくれる方でもなぜか歩行喫煙はするし、吸い殻を道端には捨てんけども

グレーチングの中にポイ。見えなきゃいい、そんな考えなんです。実際まあ、海に漂っ

ているごみ、その４分の１はたばこの吸い殻だそうです。あんなちっちゃいものなのに

一番多いそうです、種類も。そういった部分もあります。確かに町長は、環境美化にか

なり熱心に取り組んでおられますから、これ以上あれこれ言わんでもやってくれるだろ

うと期待して、今日のところは、これにて終わりたいと思います。 

○議長（久留島）１番、富永議員。 

○１番（富永）１番、富永です。次のことについて質問させていただきます。情操教育の

充実について。海田町では、学校教育において、教育委員会の指導のもと近年、知・徳・

体の向上に目覚ましい成果を上げておられると賜っております。もちろん確かな学力、

健やかな体の育成も大切ですけれども、豊かな心の育成は今の子どもたちにとって欠か

すことのできない要素ではないでしょうか。メディアを通した音ではなく生で聴く音楽

は、体全体で感じることができ心の感動を生みます。しかし、コンサートホールでの子

ども向けの企画などはたくさんありますが、家庭の事情、大人の事情で、子どもたちが

文化芸術に触れる機会に格差が生まれることがあってはならないことです。その取組と

して、音楽の授業だけでは体感できないプロの演奏会によるアウトリーチという音楽の

出前事業というものがあります。これは文化庁が行う事業の一つ、芸術家の派遣事業で、

広島市では盛んに行われています。そこで、質問させていただきます。現在の小・中学

校での文化庁事業の取組について、海田町ではどのようにされていますでしょうか。そ

して次に、芸術のまち海田として、海田はこれまでにエクシモン弦楽四重奏団演奏会を

長年開催したり、中学・高校では吹奏楽の活動が活発ですが、さらなる芸術文化の普及・
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発展のため、新海田公民館のホールは美しい音楽の聴ける音響設備の充実を図るべきだ

と考えますが、どのようにお考えでしょうか。以上です。 

○議長（久留島）町長。 

○町長（西田）富永議員の質問の１点目については教育委員会から、２点目については私

から答弁いたします。芸術のまち海田についての質問でございますが、ホールの音響設

備の充実を含め、担当である教育委員会や議員の皆様と十分協議しながら検討して参り

たいと考えております。それでは１点目については教育委員会から答弁をさせます。よ

ろしくお願いいたします。 

○議長（久留島）教育長。 

○教育長（中村）情操教育の充実についての質問でございますが、文化庁事業としては近

年海田南小学校において、東京演劇集団、風による観劇や、東京大合唱協会による音楽

鑑賞、海田中学校において、テレマン室内オーケストラによる音楽鑑賞を行っておりま

す。 

○議長（久留島）富永議員。 

○１番（富永）再質問させていただきます。この文化庁事業で、観劇や音楽鑑賞っていう

のは、全体、一つの講演を例えば体育館なりで、全員に対してやるものだと思うんです

けれども、このアウトリーチ活動っていうのは、音楽教室、音楽室の中で少数の人数に

対して行う、プロの教育なんですね。これを、ただ聞くだけっていうのはやっぱり寝て

しまう子もいたり、聴き方が分からないという子もいるんですけれども、このアウトリ

ーチをすることによって、どういうふうに音楽を聴いて、どういうふうに体感していっ

たらいいかっていうのを生で伝えるものであります。なので、これを音楽室でやるとい

うことの取組を、是非力を入れていただきたいんですけれども、それはどのようにお考

えでしょうか。 

○議長（久留島）学校教育課教育指導監。 

○学校教育課教育指導監（小林）ただいまの議員ご指摘のとおり、文化庁事業の方には派

遣事業と巡回事業がございます。今の答弁させいただいたのは、巡回公演事業の方でご

ざいまして、海田町の方では派遣事業の方は、今年、昨年度と行っておりませんが、た

だ別の団体、文化庁以外の団体の方で、各種団体の方でそういった活動を行っておりま

す。 

○議長（久留島）富永議員。 
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○１番（富永）それはどういった、具体的にどういった内容でしょうか。 

○議長（久留島）学校教育課教育指導監。 

○学校教育課教育指導監（小林）実際に、音楽大学の合奏団オーケストラの方に来ていた

だいて、直接演奏などを指導していただいたり、観劇関係の別な劇団の方に来ていただ

いて、劇の後に発声とかそういった指導の方をしてもらっています。 

○議長（久留島）富永議員。 

○１番（富永）それもいいんですけれども、本当に生の演奏を聴くってことが、クラシッ

クとかに触れてない子には分からないことなんですね、大人も含めて。それをどういう

ふうに聴いたらいいかという具体的な案を示してくれるのが、やっぱりアウトリーチで

すので、是非ここにはもう少し力を入れていただきたいと思うんですけれども、いかが

でしょうか。 

○議長（久留島）学校教育課教育指導監。 

○学校教育課教育指導監（小林）ただいま議員ご指摘のとおり、豊かな心の育成のために

はそういった活動は大変重要だと考えております。教育委員会の方でもそういった文化

的な事業に関しては、各学校に呼びかけもして参りますし、町の方の指導としてもその

辺りの音楽や芸術の事業についてもその辺りの指導もしていきたいと思っております。 

○議長（久留島）富永議員。 

○１番（富永）あと二つ目の海田公民館の音響設備のことなんですけれども、これは計画

の中で、ステージの方に反響板をつけるという計画とかは入っているのでしょうか、教

えてください。 

○議長（久留島）生涯学習課長。 

○生涯教育課長（宮垣）現在のところ、ホールをどういうふうにするかといますと、実際、

今までお示ししたところ、座席数のことがほとんどで、実際に、音響効果とかそういっ

たものを具体的にというのはまだお示ししておりません。ですから、今後そういうふう

なことを含めまして、お示ししたいと思っております。 

○議長（久留島）富永議員。 

○１番（富永）はい、実際私が演奏活動で行ったこともありますし、行っている人たちの

話を聞いても、箱だけはできても中身が充実なかなかしていなくて、演奏するときに対

して、やっぱり、ちょっとお粗末だったり、音響に関しては。聴く側にもそれはやっぱ

り感動が半減するものですので、是非あのステージの反響板っていうのは後付けできな
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いので、計画の中に必ず入れてほしいと思っております。 

○議長（久留島）生涯学習課長。 

○生涯教育課長（宮垣）はい、今議員からご指摘いただきましたようなのを含めまして、

少し検討して参りたいと思っております。 

○１番（富永）終わります。 

○議長（久留島）５番、下岡議員。 

○５番（下岡）５番議員、下岡です。本日は３点にわたって質問いたします。まず第１点

目、町政の刷新について。今回の町長選挙で町民は何を問うたのだろうか。庁舎移転問

題に代表される現職の問題先送り体質への不信と現状を変えようとする新人への改革

期待ではなかったか。新町長には是非新しい風を吹かせ変えていただきたい、海田の未

来を。「新しい酒は新しい革袋に盛れ」のことわざがある。町が停滞から抜け出し発展

に向かうために、新しい手法、新たな発想、新しい体制により町政を担っていただきた

い。質問します。①政策等を打ち出すに当たって従来の手法はトップダウンであった。

まず結論があって、そのあとは強引につじつま合わせをしてきた。丁寧な議論を積み重

ねて合理的結論を得る手法への転換が必要ではないか見解を問う。②町が停滞を脱し発

展に踏み出すためには、職員の更なる奮起が必要だ。レベルアップや接遇改善などの基

本の前に、職員の意識改革が大切ではないか。お役所体質を捨て、問題意識をもって自

立的に業務に取り組む職員育成を図るべきと考える。見解を問う。③不祥事が絶えない

ことから、組織ガバナンスに問題があると思える。公平で客観的な人事制度への転換、

責任の明確化など改善すべき点が多々あるのではないか。見解を問う。大きく２点目、

循環バスについて。現行の当町循環バスシステムについては、三迫三丁目地区など公共

交通機関空白地帯へ対応していない課題が指摘され続けてきた。当地区においては、道

路が狭く見通しがきかない部分があるとか、折り返しのための転換場所がないことを理

由に、現在も検討が中断されている。利用者は年々減り続けているが、高齢化が進行す

るにつれ、交通弱者は増えていくと見られ、買物や医療機関への通院など、コミュニテ

ィバスへのニーズは今後次第に高まっていく。質問します。①三迫三丁目の町道６号の

終点において、既に方向転換場所が確保され、町道６号の二丁目地内の狭い所の解消に

もめどが立った今、延伸に障害はないと思える。現在までの検討状況を問う。②新町長

は、公約の中で、海田南地区において循環バスの運行を延ばす、交通弱者への対応、交

通利便性オンリーワンを掲げている。町長はどのような内容スケジュールで公約を実現
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されるのかお尋ねします。③近い将来、役場庁舎が県海田庁舎に移転することから、バ

ス運行ルートの大幅変更は避けられない。交通利便性確保の視点も含め、どのようなス

ケジュールで見直しを行うのか問う。大きく３点目、串掛林道沿い造成工事について。

本件工事については、昨年 12 月以来中断状態にあったが、最近、再開の動きがある。

その間、地元から、行政不服審査法に基づき知事宛許可の取消しを求めて、審査請求が

出された。県西部建設事務所の弁明と地元からの反論が繰り返されたが、事務所は高等

技術基準に従ったと主張するだけで、土砂災害に対する危険性について一切弁明を行わ

なかった。質問します。①地元の今工事が行われることで、大規模土砂災害に対する危

険性が増大するのではないかとの疑問に対し、上級庁である土木局都市計画課は、海田

町と連携して説明するとしている。対応方針を問う。②昨年８月の広島市豪雨災害を考

慮するなら、許可しないことも選択肢ではなかったかとの問いに、都市計画課幹部は、

工事を止めることができたのは、海田町が所有の３筆の土地使用を拒否することだけだ

ったと述べている。町には法的とは別に政治的、道義的責任があるのではないか。土地

使用を認めた経緯の説明並びにそれら一連の責任に関して見解を求める。以上です。 

○議長（久留島）町長。 

○町長（西田）下岡議員の質問に答弁いたします。町政の刷新についての質問でございま

すが、１点目については、町の政策決定に際しましては、議員の皆様のご意見を十分に

お聴きし議論を重ねながら進めて参りたいと考えております。２点目については、議員

ご指摘のとおり、レベルアップ接遇改善は、職員の意識改革がなければできません。職

員に対しては、おもてなしの心、思いやりの心を持って職務に励むこと、町民目線に立

つ、町民のためにアイデアを絞ることを初登庁において訓示したところでございます。

３点目につきましては、現在、職員の勤務評定制度を能力及び実績に基づくものにする

新たな制度を構築中でございます。職員の評価結果を、任用や給与、分限などに活用し、

人材育成や公務能力の向上を図って参りたいと考えております。続きまして、循環バス

についての質問でございますが、１点目につきましては、町道６号線の整備状況により、

海田警察署やバス事業者と協議し、ルートや便数など含めて検討して参ります。２点目、

３点目については、地域公共交通会議に諮って検討して参ります。続きまして、串掛林

道沿いの造成工事についてのご質問でございますが、１点目については、県は住民に説

明を行うことができないので、どのような方法があるか町と調整したいと県から回答が

ありました。２点目につきましては、道路に隣接する土地の活用に当たり、必要な道路
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部分の使用を認めたものでございます。また、町の責任につきましては、施設管理者と

して負うべき範囲について、果たしたいと考えております。 

○議長（久留島）下岡議員。 

○５番（下岡）１番目の町政の刷新についてですけれども、まずその中の①についてはで

すね、政策決定に際して議員の皆さんのご意見をということですから、丁寧な議論を積

み重ねてですね、合理的な結果を導くというそういう方向でですね、今後はやっていく

という町長の考えであるということでよろしいですね。 

○議長（久留島）町長。 

○町長（西田）今、議員の方の発言のように、やはり議員の方々も町民の方々の意向を汲

まれて選挙で選ばれております。その方々のご意見をしっかり尊重しながら、十分お聴

きしながら、今からはしっかり議論を重ねてですね、成果あるものにしていきたいとい

う思いでございます。 

○議長（久留島）下岡議員。 

○５番（下岡）はい、次、②の職員の意識改革についてですけれどもですね、これについ

てはですね、前からも指摘してましてですね、職員の上から目線、住民のですね、視線

に立ってないやり方ということでですね、指摘さしていただきましてですね、具体的に

ですね、どうするんだということで、従来の答弁というのはですね、ミーティング等職

員に対してですね、訓示等で注意していくとこういうことでございましたけれどもです

ね、それだけではね、やはり不十分ですよ。訓示をしたってですね、職員はですね、聞

いても右の耳から聞いたら左に抜けていると。また、誰かがですね、訓示を言ってるだ

けだということでですね、本気になって、職員がですね、これじゃまずいという意識に

はなりませんよ。だから、本当にそう思うためにはですね、きちっと住民の方々がです

ね、職員の態度、やり方に対してどういうふうに見ているか。態度、行動ですね、そこ

をきちっとですね、踏まえないといけないということで、従来から住民アンケートした

らどうかということを指摘してきてるんですけれども、それについてですね、前向きな

答弁はない訳ですよ。まずね、原点はそこですよ。住民の方が職員に対してどういう目

線で見てるか、ね。そこを踏まえるならですね、何らかの、その、住民の意識調査が必

要ではないかと思いますけれども、どうですか。 

○議長（久留島）町長。 

○町長（西田）今ご指摘のように、私も町政を担うことになりまして、まだ 20 日弱です。
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で、まず、その機会、職員に対するですね、そういった機会がまず訓示という機会がご

ざいました。その訓示のときに、そこにも答弁をさせていただきましたように、おもて

なしの心、その中には思いやりの心が必要ですよと。必ず町民の方々の目線に立って、

なおかつ自分らが町をつくっていくのだから自分らでアイデアを出しなさい。その有言

実行を進める中で意識の改革が図れると、私は訓示をした訳です。だから、やはり自分

らが、いろんなアイデアを出し、町をよくしていこうといういろんなことが出てくると

思いますので、職員の方々からですね。しっかり能力を持っていると思いますので、そ

の能力が発揮できるように、言ったことはちゃんと実行していただけるように、それが

逆に、住民の方々へサービス向上というふうに理解しておりますので、今後はですね、

今ご指摘がありました具体的なところがもしあればですね、どんどんと進めていって議

員の方々に紹介をしていきたいというふうに考えております。 

○議長（久留島）下岡議員。 

○５番（下岡）まさしく、町長の答弁にありますようにですね、町民目線に立ち、町民の

ためにアイデアを絞ると、これがね、非常に重要なことですけども、従来抜けてた。具

体的に言わしていただくとですね、この、今年度ですね、地方創生戦略、これ立てまし

た。９月議会でも私取り上げたのはですね、出てきてる施策というのは、従来政策の羅

列じゃないかと。何で、新しいものがないじゃないかということを指摘した訳ですよ。

それに関連してですね、今朝の中国新聞、地方創生戦略でですね、これは一律に配られ

るベースになるものとですね、新規事業に対して上乗せ、これ、1,000 万を限度にです

ね、新規事業に対して上乗せ。これについてですね、広島県でですね、２町だけがです

ね、申請出してないんですよ。神石高原町とここ海田町。どういうことですか。新しい

ね、アイデアがないということですか。職員から見たらね、昨日の続きに今日があって

ですね、当然今日の続きにあしたがある、そうかもしれないけれどもですね、例えば民

間企業なんていうのはですね、あしたはないかもしれない、そういう危機感を持ってや

ってる。だけど海田町の職員にはそういうものがないからね、新しいアイデアがないん

ですよ、現実に。だから、県内 20 いくつかのね、市町村の中で、海田だけがこの上乗

せ交付金、地方創生の、出してないんですよ。新聞記事によるとですね、その申し込み

の要件がね、厳しくって出さなかったと。厳しくて出せなかったいうたっていうて、ほ

かのですね、海田と神石高原を除くほかの市町は全部出してるんですよ、要件をクリア

して。これどういうことですか。やる気がないと。はなからですね、ギブアップしてる
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じゃないですか。これについてちょっと答弁求めます。 

○議長（久留島）副町長。 

○副町長（三宅）まず最初にご説明いたしますが、今回 1,000 万円を取るためには 10 月ま

でに総合戦略を策定する必要がございまして、今おっしゃいました 23 市町が全て 10 月

までに出した訳ではございません。出した中で、1,000 万の交付金を取りに行かなかっ

たのが、本町と神石高原です。近隣で申しますと府中は取りに行きましたが、熊野と坂

は未だまだ総合戦略を策定しておりませんので、もともと対象外という形になっていま

す。そういう中で、私どもも正式な申請はいたしませんでしたが、何度か、いくつかの

事業について対象になる、まずそのために、９月の議会で議決いただきましたが、10 月

中に策定するということで努力し、さらにはその中でいくつかをもって上がりました。

しかしながら、事前に県と協議する中で、全て、これでは対象にならないと。全くのソ

フト事業で、しかもその従来事業は駄目と。それからハードが絡むものも一切駄目と。

それから後は連携、それから観光、そういったようなことが絡む事業ではないと駄目と

いう中で、本町の性格上、いくつかの事業を持って参りましたが、全て蹴られたと。今

議員おっしゃいました、一番最初のハードルは、10 月までに総合戦略を立てるというと

ころで、ここにまず相当な、傾注をいたしましたが、残念ながら個別事業において、事

前審査で全てが跳ねられたというところでございます。もちろんその何らかの事業をも

っと私どもが発想の転換等を行ってあっと言わせるようなのを考えられて入れたらと

いうところは思いますが、いま一つに総合戦略自体を立てるというところがまず主眼で

ございましたので、今朝の新聞のようになりました。残りの 23 市町が、ですから、神

石高原町と二つを引きますが、21 市町が全て出した訳ではございません。広島市とかほ

かの大手が皆 10 月のを断念しておりますので、そこの点だけは誤解ないようにお願い

したいと思います。 

○議長（久留島）下岡議員。 

○５番（下岡）弁解ばっかりしてですね、ちゃんとアイデアを出さないからそういう弁解

だけしとる訳でしょう、ね。この上乗せには二つある。一つは今の新規事業に対する

1,000 万を限度にするものと、もう一つは先駆的な事業。これは国がですね、例を示し

て、こういうものであればですね、上乗せしますよという、このことについてはね、去

年、一部の議員さんが国交省へ行ってきてですね、お話を聞いて、この中には副町長も

含まれて、西田新町長も含まれてた訳ですよ。そういう説明を聞いてきてですね、一部
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議員の中から、こういう先駆的な事業をやってはどうかという提案もあった訳ですよ。

そういうことをね、十分ね、研究し調査してですね、アイデアを出せばですね、やりよ

うはあったんじゃないかと。それをね、今言うように、うちと神石高原町だけじゃなく

てほかのところも云々かんぬんとかですね、いうようなことでね、新町長、是非ね、こ

このアイデアを絞る、ね。ここのところはしっかりやっていかないと、今の海田町では

ですね、その能力がないのか、やる気がないのかどっちか知りませんけれどもですね、

アイデアを出すような状況にないんじゃないです。今、副町長はですね、県へ持って行

ったけど蹴られたと。その程度のですね、ものしか出せない、これが現状じゃないです。

だから、言ってるようにですね、きちっと職員の意識改革をやるべきだと言ってるんで

す。新町長、代わられてこの 11 月からですから今後のやり方というものに期待して、

それぐらいでやめますけれども。３点目についてはですね、現在、職員の勤務評定制度

を、能力および実績に基づくものにする新たな制度を構築中ということですからですね、

従来のですね、どういう、こういう人事になったのか、私らから見てても意図不明。と

とてもじゃないけどね、長期的視点に立ってですよ、職員を育成するだとかですね、適

材適所の配置をどう考えていくかと、長期的視点に立った人事じゃない。その場限りの

ですね、つじつま合わせの人事、これが行われてきたと。今回ですね、ここに、新たな

制度を構築中ということですから、是非ですね、その辺をきちっとですね、やっていた

だきたい。また責任体制についてもね、明確にしていただきたい。従来はですね、話を

聞いていたらですね、責任転嫁のですね、あれですよ。不祥事があるとですね、申し訳

ございません、再発防止に努めますと言いながらですね、一向にですね、不祥事が絶え

ない。これはトップクラスのですね、言い訳だけで、その場しのぎでやってきてる訳で

す。ひどい例なんていうのはですね、トップがですよ、例えば、全議員の前でですよ。

ミスがあったら、部課長の責任だと、もう個別名指しみたいな形でですね、指摘すると。

じゃあ自分の責任はどうなんだというような場面なんかもあった訳ですよ。こういうで

すね、責任転嫁じゃなくて、きちっとですね、それぞれの部課長がですね、自分の責任

範囲というものを明確にしてですね、やっていくということをですね、人事だけじゃな

くて、やっていただきたい。これについて、新町長のお考えをお聞きしたい。 

○議長（久留島）町長。 

○町長（西田）今ご指摘がありました内容なんですが、基本的に、我々スタッフはですね、

十分能力を持っていると思います。それが十分伝わってないというところが表に出てお
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るというふうに思いますし、人事施策においても、皆さん能力がある人たちが採用され

ておりますので、それをしっかりと発揮できるような方向に持っていかないといけない

というふうに思っております。で、今後の展開の件ですが、今後は、やはりですね、先

ほど申し上げましたように、やはりボトムアップの体制も入れていかないといけない。

トップダウンだけでなくてですね、ボトムアップの体制を入れる。これは基本的には、

やはりアイデアを出していくということだと思うんです。それに尽きてくると思います。

住民の方々にいかに高効率なサービスを高品質なサービスをするかというのが一番大

事な、それに向かってアイデアを出そうじゃないかいう形で訓示をさせていただいたん

ですが、だからそこが、具体的にですね、今から今後評定を含めて、しっかりと検討し

ていきながら、皆さん一致団結してですね、この海田町をですね、未来ある、未来ある

いうたらおかしいですが、未来が明るい海田町にしていきたいというふうに思っており

ます。 

○議長（久留島）下岡議員。 

○５番（下岡）はい、次、２点目、循環バスについてですけれども、まず１点目の三迫三

丁目において循環バスの検討状況はどうなってるかというのを聞いてるのにですね、そ

の答弁が、町道６号線の整備状況により海田警察署へバス事業者と協議し、ルートや便

数等を含めて検討して参ります。検討して参ります。これからのことを聞いてるんじゃ

ないんですよ。現在までですね、ね、どういう検討をしてきたのかということを聞いて

るんですよ、私は。もう既にですね、６号の終点においてですね、循環バス、現在の循

環バスがですね、転回できるようになってる訳ですよ。道路整備が終わって。もう一つ

は、今の、従来狭いところというところもですね、昨日も既に家も撤去されてですね、

工事、間もなく解消されるんだろうと思ってますけれども、そういうことを踏まえるな

らですね、何らかの手をね、もっと早く手を打っとくべきじゃないんですか。今からね、

これから検討していきますじゃないでしょ。このスケジュールというのは、もうもっと

早くから１年、１年以上前、本来この狭い所の解消だって１年前にはできてなきゃいけ

ないところなんですが、それを踏まえるならですね、２年ぐらい前から、当然にですね、

検討されてなきゃいけない。それがまだ未検討だと、これから検討していくというこの

答弁自身がね、信じられない。やる気がなかった、従来ですね、循環バスの延伸が。そ

うとしか受け取れないんですけれども、副町長、どうなんですか。 

○議長（久留島）副町長。 
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○副町長（三宅）やはり今までずっと答弁して参りましたように、６号線の改修、それか

ら転回場所、これまだ計画はできておりますが、まだ実際にはでき上がっておりません。

それができるまでは、バス会社それから警察と具体的な協議に入れなかったと、そうい

うことでございます。 

○議長（久留島）下岡議員。 

○５番（下岡）完成してないからね、検討に入れなかった。じゃあ検討に入ったらすぐ運

行できるんですか、できないでしょう。海田町地域公共交通会議、そういう諮問会議が

ある訳ですから、そこでしっかり検討しなきゃいけない。あるリードタイムが必要な訳

ですよ。それを踏まえるならですね、当然、もっと早くこの海田町地域公共交通会議、

これを再開してですね、やっとくべきじゃったんじゃないです。この地域公共交通会議

ですね、現在、14 名ということで今から５年前ですか、発足してますけれども、この５

年の間ではですね、メンバーも随分代わってると思いますよ。自治会連合会長さんもお

代わりになった、海老連の会長さんもお代わりになった、ね。それ以外にも例えば、国

交省の担当者だって代わってるだろうし、警察の担当者も代わってるだろうし、そうい

うことを踏まえるならですね、もっとですね、早く準備に入るべきだったんですよ。そ

れをやってないということはね、この問題を真剣に考えてこなかった、そういうことじ

ゃないです、違いますか。今すぐこれから検討に入ってですね、すぐできるんです、ル

ート変更が。リードタイムが必要でしょう。どうなんですか、すぐできるんですか。地

域公共交通会議に諮って予測されるリードタイムとして、どの程度でできるんです。 

○議長（久留島）副町長。 

○副町長（三宅）地域公共会議に諮るためには、答弁にも申しましたように、まず一番は、

その中でメンバーになっております中の一番大きい海田警察署、それからバス事業者を

通じて運輸局との事前協議というところが必要になって参ります。先ほども言いました

ように、整備計画の段階ではそういった協議に応じてもらえませんので、今後、町道６

号線のまず整備状況により、それらの３者と協議する、まずそこまでの時間がまだ要す

ると思っております。その後において、警察につきましては、６号線の一定の整備を条

件に事前にオッケイが出るという見通しが立っておりますので、こちらはある程度の時

間で済むと思っておりますが、運輸局の方につきましては、現段階でどの程度の協議期

間においてゴーサインが出るかというのは見通せておりません。 

○議長（久留島）下岡議員。 



６８ 

○５番（下岡）そもそもですね、そういうリードタイムだとか、地域公共交通会議のこと

は別にしてですね、一番の問題点はやっぱりですね、多田議員の質問にもありましたけ

れども、この三迫三丁目のですね、町道６号の上まで上げたらですね、今の循環バスの

スケジュール、これ１時間に１回ですね、右回り・左回りでですね、出発してますけれ

ども、このスケジュールが確保できるのか、上まで上げたことでですね、確保できなく

なるんじゃないかと。またこれからもですね、国信二丁目地区のですね、循環バス等を

考慮に入れたらですよ、ね、今ここで、町がしっかり考えないと、今のバス１台体制で

本当にできるのか。無理なんじゃないです。そこをね、まず、町はしっかりと自分のと

ころで固めないとですね、地域公共交通会議に諮りようがないでしょう。それはどうな

んです。今の１台体制、従来のやり方でですね、三迫三丁目の６号の終点まで行く予定

なんです。そこをお聞きしたい。 

○議長（久留島）副町長。 

○副町長（三宅）これ、前回の活プロのときにも問題提起されておりますように、６号の

上に転回場所ができたら、そこまで循環バスを上げたいというところについては、地元

の強い要望もございました。循環バスでなければ、ほかのデマンドだとかそういうんで

はなかなか受け入れられないと。ほかの地区と同じように、循環バスを上まで上げてほ

しいというご要望がございましたので、そこまで上げた場合、確かにおっしゃるとおり、

１時間ヘッドをどうするかという問題が出てきます。１時間ヘッドを守るために、ほか

のところをどこか短縮するかというのも非常にまた問題が出てくると思いますから、そ

うすると、費用対効果で１台体制を守るかというような議論も全部していかなければい

けませんが、やはりあの、活プロが終わった後で地元に対してデマンドを試験的にやり

たいというときの両地区からの意見では、あの、現在運行している循環バスをそれぞれ

の始点まで走らせてほしいという地元要望がございましたので、今の形式の循環バスを

運行すると。そうなったときに、１時間ヘッドをどうするか、それから、右回り・左回

りをどうするかと。そこでそういう議論をしていくことになると思いますが、現段階で

は、あの２地区につきましては循環バス形式と。それから、多田議員の質問に対し町長

答弁がありましたように、それ以外のある程度もう少し枝葉になる部分について、そう

いったデマンド方式あるとかもう少し小型のバスの運行であるとか、そういったような

ものの検討が必要になるかと思っておりますが、活プロで出ておりました現地域２地域

につきましては、現段階のところでは、循環バスの延伸ということで検討をしておりま
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す。 

○議長（久留島）下岡議員。 

○５番（下岡）確かに今副町長が言われるようにですね、前回その、デマンドタクシーで

ですね、例えば三迫だったら三迫の芸陽バスの終点のところまでしか行ってないから、

それ以降はですね、電話予約でもってタクシーを手配するというような話があったんで

すけれども、これについては、またそこで別に 100 円負担しなきゃいけないだとかいう

ことではですね、やはり、不公平じゃないかということが１点。もう１点は、その予約

制度にするとですね、混乱するんじゃないかと。例えば、出かける時にはですね、事前

予約ということでいいかもしれないけども、今度は帰ってきたときに、例えば通院なん

かで使った時にはですね、いつになるか分からないのにですね、タクシー予約ができな

いじゃないかというような指摘があって、今副町長がおっしゃったとおりでですね、そ

ういう方式は、もう既にだめだという結論がついてる訳。ですから、今言うように循環

バスの延伸という方向でやってきてる訳です。それで、循環バスの問題というのは、そ

のときにもう地元から強く出てる要求がある。それは今の循環バスの経路ではですね、

主な目的というのが、町内の公共施設を回るということを主眼に置いてるから、買物だ

とか通院に便利なようになってないということで、その改善をしてほしいという強い要

望があった訳です。これについては、芸陽バスとの路線競合ということでですね、難し

いという答弁があったんですけれども、この点はね、今後ね、しっかりやっていかない

と、新町長の言われるですね、利便性、交通利便性、交通弱者への対応ということでは

必ず避けて通れない問題ですからですね、ここはね、バス会社にね、譲歩するんじゃな

くて、住民の視点に立ってですね、しっかりと主張するべきは主張すると。今ね、私ら、

地元から見てからですね、町はそこに配慮してですね、住民目線になってないと。住民

視点で物事を発想してないと。バス会社にですね、適当に遠慮してですね、譲歩してい

るというふうにしか見えないんですよ。そういう点も含めてですね、今後、バスルート

の変更ということで、いつ、具体的に新庁舎にですね、移るんか分かりませんけれども、

少なくともその時にはですね、バスルートの変更しなきゃいけない訳ですから、そこま

で待つんじゃなくてですね、今回ですね、そういうことを含めると、しっかりとですね、

そういうニーズも含めてですね、やっていただきたい思うんですけれども、新町長のお

考えをお尋ねします。 

○議長（久留島）町長。 
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○町長（西田）今のご意見をしっかり汲んでですね、今後は、長期的プランを立ててです

ね、そういった具体的なものをお示していきたいというふうに私は考えておりますので、

少しほど、お時間をください。 

○議長（久留島）下岡議員。 

○５番（下岡）次に、串掛林道沿いの造成工事についてですけれども、１点目のですね、

県は住民に説明を行うことはできない。県は住民に説明を行うことはできないとは言っ

てないんですよ。今言うようにですね、県に対する、不服申立の中でですね、何度もこ

れは弁明と反論という形で繰り返された訳ですけれども、県はですね、高等技術基準に

従って処理したと。じゃあ、住民はですね、土砂災害に対するですね、安全性に一番、

この工事が行われることについてですね、不安を持ってる訳ですよ。それはどうなんで

すかと。土砂災害に対する、で、安全なんですか。一切答えない訳ですよ。地元にとっ

てはね、まあ法だとかなんだとかいうことは別にしてですね、一番、やはり、大規模土

砂災害が起きたときに、果たして、あの工事をやることでですね、被害が拡大するんじ

ゃないかということを心配してる訳ですよ。だから、そのですね、どうなんだと。この

工事やることで本当に危険性が増すことはないのか。危険性が増すんであればですね、

どういう手だてを講じるのか、そういうことをね、きちっと地元に説明してほしいとい

うことを土木局都市計画課の幹部に申し上げてる訳ですよ。その件についてはですね、

何らかの方法で地元に説明しますと、海田町と連携してですね、説明しますということ

になってる訳ですよ。もちろん県がですね、地元に来て説明するとは言ってませんよ。

何らかの方法というのは、県に来いかもしれませんし、海田町の役場へ県と両方が来て

ですね、説明するということかもしれませんけれども、具体的な方法までは決まってな

いけれども、何らかの対応はしますという方向を示してるんです。この回答では、県は

住民に説明を行うことはできない。それすらも拒否してるような答弁になってますけど、

違うんじゃないですか。再答弁求めます。 

○議長（久留島）都市整備課長。 

○都市整備課長（龍岩）はい、広島県の見解は、問い合わせに対しては丁寧な説明を行う

というふうなことをコメントしておりますので、つけ加えておきます。 

○議長（久留島）下岡議員。 

○５番（下岡）違います。私が直接その幹部とやりとりしてるんで。問い合わせとかいう

言葉は一切使ってない。何らかの説明をするというて言ってるんですよ。これはね、再



７１ 

度ね、私の方から県に確認しますから。それでですね、そういった状況の中でですね、

現在、というか先週の金曜日にね、この事業者からですね、去年 11 月に説明会を行っ

たその参加者に対してですね、書簡、お手紙がきましてですね、工事を再開するという

ことがありました。で、それに対してですね、先一昨日、一昨日か、月曜日にですね、

業者とそれから事業主と話し合いをした訳ですけれども、もう話し合いは平行線。地元

はですね、１回説明は受けたけれども、いろんな疑問点、質問することがたくさんあっ

た訳です。それに対する答弁が一切されないままでですね、工事を始めるということは

納得できないということで、自治会役員会で決定しましてですね、その工事業者に対し

て２回目の説明会をしろという要求を出しました。そういう状況の中でですね、おそら

くこの工事を再開しようとしたらですね、串掛林道の入り口においてですね、大型ダン

プが入れないように、海田町でですね、封鎖、封鎖といったらまあ、一般の車両は通行

できますけど大型車両は進入できないようになってる訳です。当然、再開するためには、

この封鎖を大型ダンプが入れない状況を解除しないといけないということで、海田町に

申し入れということが来ると思うんですけれども、この現在のですね、状況を踏まえて

ですね、海田町は、どのようにその解除に対して対応されるお考えであるのか、お尋ね

します。 

○議長（久留島）建設課長。 

○建設課長（木村）現在、串掛林道には重量制限がかかっておりますけれども、その重量

制限の一時的解除につきましては、交通の安全上の確保が確認できるような内容で、一

時的な土地造成のためのダンプトラックの通行については許可をするような考えでお

ります。 

○議長（久留島）下岡議員。 

○５番（下岡）私が聞いてるのはですね、地元とですね、事業者側とがですね、意見がま

だ食い違ってると。地元が納得してないと。こういう状況の中でですね、海田町は通行

を認めるのかと、そのことを聞いてるんです。 

○議長（久留島）建設課長。 

○建設課長（木村）地元の住民の方がそのようなご心配をされてるというのは、町として

も把握しておりますので、事業者の方には、十分に地元に対して説明をするようにとい

うお願いはしております。ただ、その中で、住民さんのご理解といいますか、ご説明を

行った上で、業者の方が適切な申請を行ってくれば、町としては許可をせざるを得ない
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と考えております。 

○議長（久留島）下岡議員。 

○５番（下岡）いうことはですね、地元が納得しないうちは許可しないと、こういうふう

に理解してよろしいんですね。 

○議長（久留島）建設課長。 

○建設課長（木村）地元の納得という定義でございますが、そこについては、町としては

判断をしかねるところと考えております。 

○議長（久留島）下岡議員。 

○５番（下岡）判断しかねると言ったらですね、どういうことなんです。判断できなかっ

たら判断できないから了解するというふうに理解できるじゃないですか。それでね、よ

くね、行政がね、住民の安心安全を守るだとかいうことが言えると思います。言えない

じゃないですか。住民が非常に不安に思っていると。不服申立してまでですよ、県に対

してですね、行政不服審査法に基づいて審査請求、知事に対してですね、取り消せとい

うことまでやる。非常にですね、地元は不満に思ってる。この工事がされることに対し

てですね。前にも言いましたけども、この西地区というのはですね、明治 40 年、同じ

ような大流れがあってですね、67 名の方が亡くなると。また、昭和 20 年枕崎台風でも

ですね、死者を出すような大規模な土砂災害を出している地区なんですよ。それは地元

がね、不安に思うのは当然でしょう。県がですね、土石流危険渓流だと言って公表して

る谷筋にですね、大型ダンプ 3,600 台の土砂を埋める訳ですから。これが崩れたらね、

大変なことになると、そういう認識はないんですか。そういう認識がないからね、最初

にこの計画があったときにですね、海田町は判断したんでしょう。ここにも書いてるよ

うにですね、10 筆のうち３筆は海田町の土地なんですよ、ね。安全性に対する配慮とい

うものが全くないじゃないですか。この安全性についてどう考えてるのか私ら納得でき

ない、地元から見てたら、行政のやり方が。いいですか、あのね、ちょっとね、話はち

ょっとそれるかもしれないけど、ＮＨＫの広島放送局のある記者さん、これは去年の８

月 20 日のですね、土砂災害を受けてですね、ある記者さんがですね、いろんなことを

書かれてる訳ですけれども、この記者さんいわくはですね、「亡くなった方のことを思

うとなぜもっと本気で防災報道に取り組まなかったのかと悔しい思いでいっぱいにな

ります。その反省と後悔をもとに、災害後は仲間の記者たちとともに被災地の土地の歴

史を必死に調べました。すると、昭和の高度成長を背景に、行政も危ないと知りながら
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山際の開発を止められなかった事実が見えてきました。」、いいですか、行政もですね、

行政もですね、危ないと知っておりながらですね、山際のこういった開発が止められな

かった。そういった事実が見えてきたと、ＮＨＫ、公共放送の記者が言ってるんですよ。

「安全だから家を建ててもよいではなくて危険でも開発したいなら止められない。それ

が、戦後の日本の宅地開発のあり方です。」と、ＮＨＫの記者が言っている。まさしく

このことじゃないです。だから、いくら不服申立したってですね、県は一切安全、この

工事がやられて土砂災害上どうなんだって、安全だとは言い切れない。安全だと言うん

だったら文書でですね、知事名ででも、この工事をやっても安全だと一筆書いてくれと。

できません。安全性に対する不安な部分があるからですよ、ね。だから、地元がね、不

安視するのは当然じゃないですか。そういう状況を踏まえてね、当然にね、地元の 100

人が 100 人全てが納得するようにせえとはいいませんよ。だけど、大筋においてですね、

納得できる、そういう、説明というのは必要ではないかと。どうなんですか、その答弁。 

（「議長、休憩動議を出します」と呼ぶ者あり） 

○議長（久留島）ただ今、崎本議員から休憩したいとの動議が提出されました。この動議

は、賛成者がほかにありますか、賛成者。 

（「はい」と呼ぶ者あり） 

○議長（久留島）はい、では、本動議を議題として起立により採決いたします。本動議の

とおり、休憩することに賛成の皆さんの起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（久留島）起立多数です。したがって、本動議は可決されました。暫時休憩します。

再開は追って通知します。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

午後２時３５分 休憩 

午後２時５４分 再開 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（久留島）休憩前に引き続き、本会議を再開いたします。一般質問を続行します。

下岡議員の再質問に対する答弁からです。副町長。 

○副町長（三宅）先ほど建設課長の方から、林道の特例について申請が出た場合許可せざ

るを得ないという答弁をいたしましたが、具体的な申請も出ていない中で許可するとい

うのは不適当であるというふうに判断いたしますので、許可申請が出た段階で慎重に審
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査したいと、そのように思っております。 

○議長（久留島）下岡議員。 

○５番（下岡）慎重に審議するという意味はですね、いろいろとれる訳ですけれども、当

然にですね、今のＮＨＫの放送記者が指摘したようにですね、行政の姿勢が問われる。

町の判断においてですね、危ないと知りながら行政は開発を止められなかったという問

題がですね、改めて政治的、道義的に問題が浮上するということでございます。当然、

地元はですね、その点を厳しく町に問うということになりますから、その点は踏まえて

ですね、極めて慎重な判断をしていただくようにですね、お願いして、私の質問を終わ

ります。 

○議長（久留島）本日の議事日程は終了する見込みがございません。したがって、会議規

則第 23 条の規定により、これにて延会といたしたいと思いますが、これにご異議ござ

いませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（久留島）異議なしと認めます。よって本日はこれにて延会とすることと決します。

なお、明日も午前９時から本会議を開会いたしますのでご参集ください。本日は、ご苦

労さまでございました。 

午後２時５７分 延会  


